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令和６年第７回矢掛町議会第４回定例会（第２号） 

 

１．会議招集日時 令和６年１２月４日 午前９時３０分 

 

２．会議の開閉 （開会） 午前 ９時３０分 

        （議事） 午前 ９時３０分 

        （散会） 午後 ２時５７分 
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の 別 
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氏    名 
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１  土  井  俊  彦   出 ２  昼  田  政  義   出 

３  福  田  京  子   出 ４  岸  野  榮  治   出 

５  田  中  輝  夫   出 ６  原  田  秀  史   出 

７  小  塚  郁  夫   出 ８  石  井  信  行   出 

９  花  川  大  志   出 １０  浅  野    毅   出 

１１  川  上  淳  司   出 １２  土  田  正  雄   出 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．説明のために出席した者の職氏名 

町 長 山 岡   敦  副 町 長 山 縣 幸 洋 

教 育 長 山 部 英 之  総 務 防 災 課 長 堀   賢 一 

企 画 課 長 稲 田 欽 也  財 政 課 長 松 嶋 良 治 

町 民 課 長 佐 藤 澄 江  税 務 課 長 妹 尾 一 正 

健 康 推 進 課 長 小 川 公 一  こどもみらい課長 楠 木 貴 子 

福 祉 介 護 課 長 片 岡   崇  産 業 観 光 課 長 池 田 敏 之 

建 設 課 長 渡 邉 孝 一  上 下 水 道 課 長 平 井 勝 志 

教 育 課 長 稲 田 由紀子  会 計 管 理 者 松 嶋 良 治 

建設課・教育課参事 黒 瀬 純 一  病 院 事 務 長 坪 田 芳 隆 

介護老人保健施設事務長 小 出 優 子  総務防災課長代理 立 川 人 士 

財 政 課 主 幹 石 井 亮太郎    

 

５．出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 守 屋 裕 文  書 記 髙 槻 美 希 
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午前９時３０分 開議 

○議長（浅野 毅君） 皆さん，おはようございます。昨日の会議に引き続き，御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員は 12 名であります。定足数に達しておりますので，直ちに本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程は，お手許に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 日程第１ 一般質問 ９番，１１番，１番，８番，２番，７番，５番，３番 

○議長（浅野 毅君） 日程第1，一般質問を行います。 

 お手許に一般質問の一覧表を配付しておりますが，今回の一般質問は8名の方々であります。質問の

順序は，通告の順といたします。 

 まず，９番花川大志君，お願いします。９番花川君。 

○９番（花川大志君） 議席９番花川大志でございます。通告に従い，早速質問を始めます。 

 本年度に入り，6 月定例会の一般質問では，国の空家法改正に準ずる町行政としての対応，また，愛

護動物のふん尿処理及び無秩序な飼育状況がもたらす暮らしの空間における衛生環境の保全と動物愛護

の観点からまち独自の補助事業への提案，さらに，柔和な地域コミュニティを保持するための野焼きの

在り方に対する行政としての対処について伺いました。 

また9月定例会では，更に日常生活に密着した必要必須のインフラである水道事業及び健康的な生活

を守るための法定医療保険制度である我がまちの国民健康保険，それぞれの会計の現状に鑑みた将来予

測の中での料金税率の改定に関する執行部の見解と今後の方針を伺いました。 

総じて，町民として我がまち矢掛に住まうことの意義，つまり，年々進む人口減少問題への対策とし

て今やらねばならないこと，また，定住化を推し進める上での諸問題への行政対応等々について私なり

の優先順位を付けて課題を選択し，この半年間2回の定例会に分けて今後の町政運営を問うてきたわけ

であります。 

令和 6 年最後となる今次定例会一般質問では，これら一連の質問内容の一つの区切りとして，1 問目

では，愛護動物に関する衛生的な生活環境の推進施策の経過と結果及び今後の取組方針を伺います。 

また2問目として，町民にとって身近な生活住環境の整備や社会保障制度などに対する的確かつ効果

的な行政施策の根拠である，まち・ひと・しごと創生総合戦略以下総合戦略とも呼称いたしますが，こ

れに基づいて基本目標をピックアップし，その現状と進捗概況を伺いますので御答弁のほどよろしくお

付き合いください。 

まず，愛護動物に関する衛生的な生活環境の推進施策に関して問います。本年6月定例会で行った質

問内容の経過状況を半年が経った今定例会で確認したいと思います。 

犬・猫のふん尿放置等の問題，また，多頭飼育崩壊の現状が改善されない実態はいまだもってあり，

苦痛を感じておられる町民の要望をまとめた小職の提案に対する担当課としての取組，あるいは計画中

の施策事業について，この場を通じて町民に情報を開示したいと考えます。よって，その内容について

答弁を求めるものであります。 

また，まちのルールとして環境保全及び迷惑防止に関しての取決めを条例化する考えの有無を問いま

す。まちとしてのルールを明文化することによって抑止力が働くのなら，これに取り組んでいただきた

いと考えますが，担当課としての見解を伺います。併せて，多頭飼育崩壊に対する苦情の受皿となる組
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織の設立についても予算措置と併せて担当課の見解を伺いますので，御答弁を求めます。 

○議長（浅野 毅君） 町民課長。 

○町民課長（佐藤澄江君） ９番花川議員の御質問，愛護動物に関する衛生的な生活環境推進施策の進

捗について，町民課からお答えします。 

令和6年 6月議会において花川議員から御質問のありましたこのことにつきまして，根本原因となる

繁殖抑制対策として飼い主のいない猫の不妊去勢手術という手段があり，不妊去勢手術費用の補助事業

を実施している自治体の先進事例を参考に検討したいとお答えさせていただいています。 

 その後，先進市町への聞き取りや町内の活動者の方ともお話をさせていただいた上で，現状，町民課

では，来年度 ―― 令和7年度の不妊去勢手術費補助事業の予算化に向けて，補助金交付要綱の制定等

の準備を進めているところでございます。 

また，事業の実施には，手術後，地域住民団体等による一定の保護管理下に置くか，屋内飼育してく

ださる方への譲渡に努めるなど地域の協力と御負担が伴うことにもなりますので，困られている町民の

方の相談窓口として町内活動者の方にも御協力いただけるよう相談をさせていただいているところでご

ざいます。この相談窓口等の活動に対する支援についても現在検討しているところでございます。 

環境保全及び迷惑防止に関しての条例化の御提案につきましては，条例化は今のところ考えておりま

せん。 

町民課としましては，条例で規制するのではなく広報紙やイエローカード作戦などの方法で飼い主や

動物に関わる人のマナーや意識向上に向けて啓発を続けていきたいと考えています。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ９番花川君。 

○９番（花川大志君） 早速，課として繁殖抑制対策に取り組まれ，具体的には猫に関して不妊去勢手

術に対する補助事業の予算措置と併せて準備を進めておられるとのこと，高く評価したいと思います。

同時に，施術後の猫の保護管理，さらに，譲渡を含め相談窓口の開設を検討中とのこと。ぜひ町民との

協働で立ち上げていただきたいと思います。 

その上で1点，提案したルールの条例化ですが，これを行えば全てが改善されるとは断言できません

が，飼育規範を公にすることによって抑止力あるいは道徳心の喚起ひいては動物愛護意識の醸成につな

がると，そろそろその方向性を信じて取り組んでもよろしいのではないでしょうか。町広報紙への注意

喚起の記載やイエローカード作戦だけでは有効な打開策となり得なかったとの判断の元，条例というま

ちとしてのルールを示さなければ適正な飼育及び真の愛護活動に取り組んでいる方々の精神的・実務的

な御苦労は，現状のまま今後も続くのかと思わざるを得ません。 

担当課としては，町民のマナー意識の向上を信じて啓発を続けていきたいとのこと。そのお考え，方

針は十分理解できますが，条例化については，もはや時期尚早という言葉は使いようのない現状がある

と考えます。 

このことについて，再質問として担当課の見解を伺います。 

○議長（浅野 毅君） 町民課長。 

○町民課長（佐藤澄江君） ９番花川議員の再質問について，町民課からお答えします。 

環境保全及び迷惑防止に関しての条例化の御提案でございます。議員の御指摘のとおり，ふん尿問題

やマナー向上に関する啓発活動は，これまで広報紙等で継続的に行ってまいりました。十分な問題解決
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が図られたとは思っていませんが，一定の成果は得られていると考えています。 

条例化につきましては，実効性の確保や住民の意識啓発とのバランスが重要と考えます。条例を制定

した場合，どのようにその内容を住民の皆様に周知し，御理解いただき，遵守を促すかが課題となりま

す。 

また，条例違反が確認された際の監視体制をどのように構築するのか，誰がその責任を担うのかとい

った具体的な運用面も検討を要します。 

さらに，罰則を設ける場合，その基準や適用範囲を明確にする必要がありますが，これが，地域社会

での不和やトラブルの原因とならないよう慎重な対応が求められます。 

加えて，条例制定に実効性を持たせるためには，更なるマンパワーの充実が必要となると考えます。 

町民課としましては，住民の自発的な協力を得られる形で機能するよう意識啓発や住民の御理解，住

民との連携を進めることが不可欠であると考えます。そのため，まずは来年度から，飼い主のいない猫

の不妊去勢手術費補助事業と相談窓口等の活動に対する支援を始めていき，また，条例で規制するので

はなく広報紙やイエローカード作戦などの方法でマナーや意識向上に向けて啓発を続けてまいりたいと

考えています。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ９番花川君。 

○９番（花川大志君） 愛護動物に関する環境保全及び迷惑防止の条例化については，個別具体的な運

用を検討されるとのことでした。これは，大きな前進かと思います。 

担当課として条文編集と後にある監視体制等々，限られた人材と予算の中で，にわかにこれを実現す

るのは段階を踏んだ調整が必要との御見解であろうとお見受けいたしました。それは，十分理解できま

す。 

ただ，担当課としてのこれら検討課題への対処の御懸念は，同じように多頭飼育崩壊など今この問題

で心痛を感じておられる方，また，地道に動物の愛護活動に取り組まれている方々の御苦労と同じなの

ではとも思います。 

根拠になる規制ルール，いわゆる条例が無いから注意喚起・勧告・命令といった段階を経た厳格な指

導がなされず，ふん尿放置や多頭飼育崩壊が放置されてきたのではと考えられないでしょうか。 

この活動に取り組んでおられる方から，やかげ地域猫活動支援事業と題した意見書が，担当課に提出

されていると思いますが，このサブタイトルには，人にも動物にも優しい矢掛町を目指してと記されて

おります。これには担当課として準備をお進めの不妊去勢手術費補助事業の施行によってその実現に一

定の成果を期待するわけですが，根本課題の解決については，町民主体の地域住民団体との相互協力な

しでは成し得ないと推察いたします。これは担当課長の御見解と同じです。その相談窓口などの組織設

置にも根拠となる規約等々が必要と考えますので条例制定を含めた何らかの枠組みの構築をお願い申し

上げ，本質問を終わります。 

引き続き，次の質問へ移ります。我がまちのみならず，ほぼ全ての地方自治体が直面している少子高

齢化に端を発した人口減少社会に対応するため，矢掛町の課題克服に対する指針として第2期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略が策定されています。 

令和3年 3月に改定されたこの計画は，本町の最上位計画である第6次矢掛町振興計画の基本理念に

即して実効性のある対策の企画推進が求められ，これを立案している大変重要なものであると承知して
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おります。 

このまち・ひと・しごと創生総合戦略は，来年令和7年度が最終計画年度となっており，議会として

最終年次を含めトータルの概況を伺うには，今年度末3月定例会での次年度事業計画及び当初予算案審

議では多少時期を逸すると考えますので，今定例会で質問を起こすものであります。 

総合戦略では基本目標6項目が設定されておりますが，全体の内容は膨大なものになりますので，今

次質問では，町民の豊かな日々の暮らしの根幹を成す人に関する基本目標2の町民の健康増進，福祉の

充実，生活交通の利便性向上を図るという項目に特化して質問を行います。 

その中でも特に，高齢化社会の課題と地域住民の要望とに照らし，介護予防の推進と御高齢者等交通

弱者の生活交通の確保への取組，これは，喫緊の行政課題として執行部・議会の共通認識であると私は

考えておりますので，次の点をお聞きするものであります。 

まず1点目，介護予防の推進について介護保険の総合事業対象者に居場所作り等のサービスを提供す

る地域ミニデイサービスの運営について伺います。 

これは，高齢者を対象とした介護予防を推進する事業ですが，参加者の増加とともに要介護状態の重

度化防止や運動機能の現状維持，また，引きこもり防止等への効果と波及が期待され，社会状況に対応

した今新たな地域の拠点となりつつある取組です。 

社会保障としての介護保険の議論ではなく矢掛町振興計画の基本理念である笑顔あふれるまちづくり

の観点から言いますと，この事業が全町的に拡大すれば，結果として生き生きとした御高齢者が増える

ことによって介護保険特別会計の健全維持にもつながり，本町としては大変有意な取組となっていると

推察するわけであります。 

御高齢者の健康づくり，孤立解消ほか，あらゆる意味でのフレイル防止対策推進の中で地域ミニデイ

サービスへの参加促進，つまり，効果とか意義など，まずは，その事業の概要や運営内容について担当

課に問います。 

次に 2 点目は，生活交通の利便性の向上に関して本年 10 月から実施された定額タクシーの実証実験

について伺います。日用品，生活物資の買物，医療の受診，金融機関を利用，役場への書類提出や申請・

問合せ等々，日々外出の用がある中で，交通手段をお持ちでない御高齢者にとって利便性と活用効果の

高い公共交通手段の確保は，第6次矢掛町振興計画の理念に照らしてみれば，明らかに停滞あるいは今

後テコ入れをしなしなければならない対策課題の一つであろうと考えられます。 

昨今の社会情勢は，高齢者ドライバーのアクセルとブレーキの踏み間違いによる事故，また，道路の

逆走などさまざまな事例が頻発し，免許の更新が厳格化されました。 

その結果，町内の御高齢者の免許返納が進んだわけですが，中山間の本町では，みずから車を運転す

るという行為が失われると，思う時間に必要な場所へ外出するという行為，つまり，平穏な日常生活が

極めて困難なものにならざるを得ず，これは笑顔あふれるまちへの障壁となっていると感じるわけであ

ります。 

幸い本町執行部はこれを看過せず，新しい公共交通の在り方として定額タクシー制度に着手されまし

た。これは，町民の皆さんから大変高い評価をするという旨のお声を少なからずお聞きしております。

今後の展開を注目されているわけであります。 

そこでまず，この実証実験の単月データの結果は，どのような内容でどのような効果があり，どのよ

うな将来予測を立てることに役立つと推察されるのか。そして，総合戦略の最終年次にどういう立て付
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けでこの事業を運用していく予定であるのかを事業の概観を含め担当課に問います。 

以上2点について，執行部の答弁を求めます。 

○議長（浅野 毅君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（片岡 崇君） ９番花川議員の御質問の1点目，地域ミニデイサービスの運営につい

て福祉介護課からお答えいたします。 

地域ミニデイサービスは，介護予防・日常生活支援総合事業のサービスの一つで，矢掛町においては，

週1回，公民館単位で実施されており，第2期矢掛町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定した令和

2年度末では3団体でしたが，現在町内5団体に広がり，利用者数も令和2年度末では44人でしたが令

和5年度末では77人と大きく増加しています。 

活動内容としては，筋力づくりや転倒予防を目的とした百歳体操や会食，おしゃべり，地域の特性に

応じた各種活動などです。 

これらの活動により，利用者の介護予防はもとより，その運営を通してボランティア自身の役割の創

出や介護予防にもつながっております。さらに，各地区のボランティアを組織化し，それぞれの地域の

特色等を織り込み，地域福祉構築の核となる事業となっております。 

結果，この事業により地域の高齢者の皆さんが御自宅にこもることなく，地元の身近な会場に足を運

び，昼食やお茶を飲んだり，雑談をしたり，体を少し動かしてみたりと集いや憩いの場所となり，気軽

に参加できる場所になっております。こうした地域のみなさんとのふれあいが，フレイル対策や介護予

防の推進につながるものだと考えておりますので，よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 企画課長。 

〇企画課長（稲田欽也君） ９番花川議員の2点目の御質問について企画課からお答えいたします。 

第2期矢掛町まち・ひと・しごと創生総合戦略は，令和3年度から令和7年度までの5か年計画で人

口減少問題の克服をテーマにまちの活性化を目指した計画です。そして，この計画を遂行することに使

用できる地域創生関連交付金が交付されます。 

 さて，その中の基本目標2“町民の健康増進，福祉の充実，生活・交通の利便性向上を図る”の中，推

進施策 5，高齢者等の交通弱者の生活交通の確保に該当するタクシーの利用推進への取組として，本年

10月 21日より定額タクシー制度を新たに導入いたしました。御存じのとおり，回数制限はありますが，

町民なら800円でタクシーによる町内移動が可能という制度です。 

10 月 21日から 11月 20日の実績を御報告いたします。登録者数 222名うち 65歳以上が約 90パーセ

ントでございます。乗車件数122件，助成額14万 1,650円。1,000から2,000円の助成というのが一番

多いそうでございます。ひと月余りの実績でありますので結論付けるのは早計でありますが，使用は緩

やかな広がりであるという点と御利用になるのは高齢者が主という点です。 

将来予測を立てるのはまだまだ実績を研究しなければなりませんが，今後制度が定着し，交通弱者の

移動手段の一つとして大きな柱となることを期待しております。 

 今年度は，実証実験として定額タクシーの運行結果を踏まえ制度の中身を見直し，より利用しやすい

形に改めてまいります。 

 本事業がまち・ひと・しごと創生総合戦略の実績評価にどのように影響するかについては，直接それ

を図る重要業績評価指数であるＫＰＩが設けられておりません。 

少子高齢化に対応したドアツードアの移動手段の確保を通じて，まち・ひと・しごと創生総合戦略の
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目的である住み良い環境の確保，活力ある社会の維持，夢や希望を持ち潤いのある豊かで安心な生活の

営みができる社会の形成等に寄与し，地域経済への波及効果にもつながるものと考えております。そし

て，最終的には生活環境の改善による健康寿命の延伸という目標に寄与するものであると思います。 

矢掛町の交通事業の現況を申し上げますと地域福祉バスの運行事業，各種タクシー助成券交付事業，

バスや鉄道など公共交通の推進等を行っております。そして，新しい住民の足となる定額タクシー制度

の定着により笑顔あふれるまちの一助になることと期待しております。 

 このような交通制度は，まち・ひと・しごとの変化に左右され，終着点はありません。これからも常

に状況にあった事業を検討していきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ９番花川君。 

○９番（花川大志君） 地域ミニデイサービスの活動概要，運営内容を伺いました。答弁の内容をまち・

ひと・しごと創生総合戦略に照らしますと，我々町民にとって豊かなまちづくりの観点から大変有意義

な施策事業であるとその整合性を改めて確認できました。担当課としての施策運営趣旨にのっとり，今

後も強力に事業の推進をお願いしたいと思うわけでありますが，答弁の内容について1点お伺いいたし

ます。 

ボランティア及びボランティアの組織化という文言がありましたが，これは，創生総合戦略でも地域

における担い手とか町民が主体となって運営する通いの場づくりとの言葉で表現されており，同じ意味

であると私としては解釈いたします。 

これを現在活動されている各団体の運営の現状に当てはめてみますといかがでしょうか。ボランティ

アスタッフの継続的な確保，通いの場としての会場スペースの問題など少なからず課題が残されており，

来年度の計画最終年次に向け，この有意義な施策事業の発展性はどのように担保されるのでしょうか。 

 通いの場としての会場スペースの問題については，ある地区の地域座談会の場で地区社協の委員さん 

―― これは民生委員さんであり，地域ミニデイサービスのスタッフとして参加されている方々ですが，

公民館の改修及び備品収納のための倉庫設置など受皿の整備に関する要望もあったと承知しております。 

創生総合戦略の時限は迫っていますが，それはそれとして，こういった現場の声に対する計画達成へ

の連動について担当課の見解をお伺いします。 

次に，高齢者等交通弱者の生活交通の確保について，進捗状況を含め事業展開の意義や展望など笑顔

あふれるまちづくりの一助として定額タクシー制度を位置付けている旨，担当課としての見解が示され

ました。 

実証実験の経過については，まだサンプルデータが少なく正確な検証は今後の動向からとのこと。こ

れは，もっともな事と理解いたします。 

令和3年に改訂された現在の創生総合戦略編成時には，この定額タクシー制度は実施する取組として

企画されてはおりません。ですからＫＰＩも設定されていないわけですが，本年3月に提示された矢掛

町地域公共交通計画では基本目標を達成するための取組の一つとして，この定額タクシー導入の検討案

が組み込まれています。 

地域公共交通計画の計画期間は，令和 6 年度から令和 10 年度までの 5 年間ですから猶予はあります

ものの定額タクシー制度のみならず御高齢者等にとっての最適なあらゆる交通手段の構築確保は急がね

ばなりません。 

今までにふれあいバス事業については町民の声を踏まえた改善要望が数度ありましたが，福祉施策の
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一環としての運行であったので公共交通としての利便を求める町民要望と事業の趣旨との間には乖離が

あり，議会としても複数の議員が一般質問でこれを取り上げましたが，そもそも議論がかみ合いません

でした。日常生活のための移動手段こそが今議論されるべきであります。 

そこで，まち・ひと・しごと創生総合戦略との整合ですが，ここでは明確に公共交通体系構築の下に

交通弱者にとって住み良いまちづくりを行うとしており，課長御答弁のとおり，ドアツードアの移動手

段として定額タクシー制度の正式実施に向け，町は現在，実証実験を展開されているわけであります。 

ここで重要なのは，正式運用に向けての準備として利用者の傾向などなどさまざまなデータを収集す

ることであり，それには民間の運行事業者，つまり，タクシー会社さんの協力が必要と推察しますが，

現状はどうでしょうか。担当課長の定額タクシー事業への評価は，地域経済への波及効果や創生総合戦

略の基本理念に即した生活環境の改善による健康寿命の延伸に寄与するものであると大変高いものでし

た。私も全く同感です。 

しかしこの事業は，タクシー業としての通常業務を含め，ある程度採算性が担保されなくては町内の

参加事業者の経営が成り立たなくなった場合事業からの撤退，また，後継者がいないなどの事由で継続

できず廃業という事態になれば，定額タクシー事業は施策としてその本質を失うわけであります。 

創生総合戦略の基本目標達成への熱意と高い期待とに並行して業者に対する初期段階での業務運営等

へのフォロー，そして，一定期間の業務マネジメントのサポート等について協議の上，事業推進に対す

る業者との温度差をなくし，認識を共有すべきと推察しますが，再質問として担当課の見解・方針につ

いて問います。 

以上，2課にそれぞれに答弁を求めます。 

○議長（浅野 毅君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（片岡 崇君） ９番花川議員の再質問の1点目について福祉介護課からお答えいたし

ます。 

地域ミニデイサービスの現在のスタッフは，地域の民生委員やいきいきサロンの運営を行っている方，

ボランティア意識の高い方などで構成されています。地域ミニデイサービスは，議員のおっしゃるとお

り，地域住民が主体となって運営するサロンなどと同様に通いの場の一つです。 

現在活動されています各団体の運営状況を当てはめてみると，サロン活動を基本として会食を中心に

寝たきり予防等のための体操やレクリエーションを取り入れた活動も行い，正に地域の介護予防の拠点

となる通いの場の運営を行っていただいております。 

また，ボランティアスタッフの継続的な確保，会場スペースの問題など，町としても各団体からのい

ろいろな悩みを聞いておりますが，各地域での事情もあり，なかなか難しい問題ばかりです。 

こうした中，本年度から地域ミニデイサービスの5団体の代表者などに集まっていただき，交流会を

開催し，各団体の運営方法や現在上手くいっている事，困っている事などをお互いに話し合い，情報交

換を行っております。こうした横の連携を図ることで，例えば，人や場所等の問題も他団体の協力を得

て少しでも解決できるかもしれません。 

それぞれの地域で難しい問題もありますが，現状としては，各団体の皆さんと一緒に話し合い，そし

て知恵を出しながら運営問題を少しでも解消できるよう担当課としても引き続き支援してまいりたいと

思います。 

また，来年度がまち・ひと・しごと創生総合戦略の最終年次となりますが，現在5地区でミニデイサ
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ービスが実施されていますので，残りの2地区でもできる方法を一緒に考え，設立ができるように努力

してまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 企画課長。 

〇企画課長（稲田欽也君） 2点目の再質問に企画課からお答えします。 

タクシー事業者の協力については，定額タクシー制度の御理解の上，御尽力をいただき，大変感謝を

いたしております。 

制度を開始するにあたり，タクシーに積むマイナンバーを読み取る機材や運賃を集計するソフトなど

は事業者の負担はいただいておりません。また，機材やソフトの操作説明に関しても職員が訪問し，丁

寧な説明を心掛けております。 

 導入後，タクシー事業者から町民への制度の広報が不十分であるという御指摘に関しましても乗り方

の動画を作成し，矢掛放送の番組内や役場受付窓口で放映するなどＰＲの工夫をいたしております。 

そして，重要なことは，この制度はタクシー事業者がなければ成立しないということを十分認識し，

今後も事業者と密に協議を行い，制度の発展に努めてまいりたいと考えております。よろしくお願いし

ます。 

○議長（浅野 毅君） ９番花川君。 

○９番（花川大志君） 介護予防推進で重要な事は，御高齢者の皆さんが住み慣れた地域で自立した快

適で安心安全と思える生活を続けていくための地域コミュニティによる相互扶助であることは，行政も

民間ボランティアも共通認識として根底に持っているものと思います。そうしますと，必然的にその輪

は広がっていくべきものであることは，言をまたないわけであります。質，量，共に介護予防の支援の

輪は広がっていかなくては意味がないわけであります。 

人口減少が進む中，一見矛盾しているようですが，高齢化が顕著な我がまちにおいては，これは大変

大切なことです。人が減っているから輪も小さくでは駄目なんです。私はそう思っています。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略の中では，その基本目標に沿った介護予防への取組や方向性がした

ためられていますが，最終年次を間近に迎えた今，現状に対する認識の共有を確認したく今回質問を起

こしましたが，地域ミニデイサービス実施団体の交流会の開催など情報交換の場も設置されているなど

総体的な対処がなされており，評価させていただくとともにとりあえず安心をいたしました。 

スタッフの世代更新，実施会場の拡大など受入れ体制充実のための課題は山積していますが，これは，

大変重要な事柄ですから計画年次残り1年でとは申しませんので鋭意取り組んでいただくようお願い申

し上げ，福祉介護課に対する質問を閉じます。 

次に，御高齢者・交通弱者の生活交通の確保については，タクシー事業者の協力なしではそもそも成

立しない事業施策であるとの認識は担当課共々共有できました。これは，特定の民間事業者を随意で優

遇するということでは決してありません。 

都市部の自治体では，自前の公共交通として市営バス等を公営企業として運営するところもあります

が，過疎のまち矢掛町では採算性が望めるほどの利用は難しいばかりか財政的にもそれは無理な話です。

よって，民間事業者に委託するという選択は必然であり，そこには，総合戦略のひととしごとの両方が

関わることになります。 

事業が軌道に乗れば，交通弱者の利用が増え，タクシー事業者の業務量も増え，雇用も増えると思わ

れます。今より頻繁に街中に人が出向くことで，課長の御答弁の中にありましたが，お金が回り，経済
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の活性化も望めます。これから人口減少が進めば，なおさらこの事は我がまちにとって重要です。 

このような瞬間は，正にまち・ひと・しごと創生総合戦略の趣旨と合致し，上位計画である第6次矢

掛町振興計画の理念である，人が輝き，地域が輝き，まちが輝き，笑顔あふれるまちづくりの具現化に

つながるものと推察いたします。これが夢で終わらないように，総合戦略は来年度が最終年次ですが，

定額タクシー制度をはじめ他の施策も含め，公共交通の正式策定はこれからですが，高齢者等の交通弱

者の生活交通の確保は待った無しですので，これを強力に進めていただくことをお願いし，全ての問題

を来年1年度でしっかり担保していただくことを重ねてお願いし，全ての質問を終わります。 

○議長（浅野 毅君） 続きまして，１１番川上淳司君，お願いいたします。１１番川上君。 

○１１番（川上淳司君） 失礼いたします。議席１１番の川上淳司です。通告により質問いたします。 

質問としましては，現在，町内には2つの中学校があると思っております。一つは矢掛中学校，もう

一つは小北中学校であります。 

矢掛中学校には6地区の生徒が通学し，特例として小田地区の生徒も数名通学しています。小田地区

の中学生はというと，ほとんど全ての生徒が小北中学校へ通っています。 

先ほどの特例は，主に部活動の選択において小北中学校にない部活動の場合に限って矢掛中学校への

通学が認められていると聞いております。 

しかし，昨今の状況は変わってきています。矢掛中学校へ入学したいとの希望が多くなっています。 

なぜこのようなことになったかと言うと，元を作ったのは教育課だと思っております。合同授業，海

の学習，スポーツ少年団等で友達作りは，子どもたちの中にとって大きく作用しています。 

だからこの際，個人の選択として二校のうちどちらでも通えるようにしたらと思うが，いかがでしょ

うか。 

また，矢掛中学校でいま問題になっているのは，部活動だと思っております。部活動について今後ど

のような対策をお取りになるかをお示しいただきたいと思い，以上2点を質問させていただきます。よ

ろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 教育課長。 

○教育課長（稲田由紀子君） １１番川上議員の御質問について教育課からお答えいたします。 

矢掛町小・中学校の児童生徒の通学すべき学校については，矢掛町内義務教育学校の児童生徒等の通

学すべき区域を定める規則に規定されています。中学校の学区として，町内の小田地区は小北中学校，

小田地区以外は矢掛中学校となっています。 

その中で区域外就学，つまり就学すべき学校の指定を変更して他の市町村の学校に就学することも規

定されています。区域外就学承認基準として，家庭の事情，部活動，いじめ・不登校等があり，承認さ

れると区域外の学校へ就学することができます。この区域外就学について，小田地区の中学生が矢掛中

学校へ通学するには，希望する矢掛中学校のある矢掛町教育委員会と本来就学すべき小北中学校がある

岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合教育委員会がそれぞれ承認した場合，矢掛中学校への通学が認められ

ます。 

二校を選択できるようにという議員の御提案ですが，矢掛町だけで決定できることではありませんの

で，笠岡市とも協議をしながら研究していきたいと思います。少子化が進んでいる中，今後どのような

形が望ましいのか，さまざまな角度から検討が必要だと思います。 

次に，中学校の部活動についてですが，現在，矢掛中学校の部活動は9種類あり，1・2年生の加入率
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は約73パーセントとなっています。 

学校生活の中で子どもたちにとって部活動は大きなウェイトを占めており，その技能を伸ばすことだ

けでなく，協調性や責任力，コミュニケーション力等を身に付けることができます。子どもたちのやり

たいこと，また，選択肢の確保について部活動の地域移行を含め現在検討しているところでございます。 

昨日，町長報告事項にもありましたとおり，やかげ型地域クラブ移行として矢中矢高合同部活動を実

施すべく準備を進めております。矢掛町の子どもたちが健全に成長していけるよう支援してまいりたい

と思います。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） １１番。川上君。 

○１１番（川上淳司君） ほぼほぼいただいたお答えで十分満足する部分ではありますが，まだ私がお

願いしているのは，結局のところ実際に矢掛中学校に行きたいとか行かせたいとかいう御父兄の意見も

いっぱい私の耳に入ってまいります。 

それから併せて，確かに規則は確認しておりますし，当然のことながら学区制でありますのでそれは

理解をしている状況ではありますが，今の状況で生徒数がここまで減って学区制をどこまで推し進める

んだっていうことも一つ問題だと思っております。 

そういうことで規則を変えるということが可能だと思っておりますので，これから，今までも執行部

提案では，一切その規則を変えることには前向きでなかったんだと思われるんでそのままの状況で来て

おりますが，これから先，お考えになるべきだなと思っておりますし，時代に合わせて規則が変わるこ

とがこれから必要な部分だと思います。 

そして，今の学区規則，ちょっと読ませていただいてるんですけど，本当にこんな規則でいいのかな

っていう部分もありますので，ちょっと一，二点疑問に思ったことを聞かしていただくと，兄弟であれ

ば同じ学校に通えるんだっていうふうなことが規則の中に載っております。それと併せて，部活を辞め

ることによって転校しなければならないという状況もあります。 

特に部活動については，ある程度，中学校の要するに3年2学期には引退をするようになっておりま

すので，そうなるとそれじゃあ3学期だけ小北に帰るのかっていうことになるんで，そこらへんもちょ

っと矛盾してるんじゃないかなと思っておりますので，やっぱり本当にこのルールが全てだというふう

なことでは通らないんじゃないかなと思っておりますので，今後，考えを変えるべきだっていうよりは，

考えをもう少し深掘りしていかにゃいけんのかなというふうな部分は，問題のある規則だと思っており

ます。 

そこは，ちょっとお考えになっていただきたいと思っておりますし，部活動を行う上で最終形態とし

まして試合に出ることが必須だと私は考えております。 

昨日，町長報告の中でも矢中矢高合同部活動構想が出てまいりましたが，そこの先ですよね。結局，

発表の場が子どもたちにあるのか，それから試合の場があるのかという部分が，これからメンバーがそ

ろうか，そろわないかっていう部分で，矢高生と一緒に練習したところで矢高生が出てくれるわけでは

ないんで，そこの部分はどうも取り違えられてるんかなと思っておりますし，やっぱそこは問題だなと

思っております。 

併せて，いま部活動が無いがために某私学へ進学している子も相当います。中高一貫校が近くにある

んでそちらへ行ってる子もいるっていうふうに聞いておりますから，そこの部分はこれからやっぱしお
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考えになっていただいて，要するに本当に私学に行くことが良いことなのか。どう，どこが良いのかっ

ていう部分をやっぱり考えていただかなきゃいけん時に来てるんかなと思っております。 

いま，教育課のほうでいろいろなことでウェイトが重くなっております。教育課の御見解をお示しい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） １１番川上議員の再質問にお答えいたします。 

先ほど教育課長が答弁いたしましたが，中学生にとっての部活動は，学校生活の中で大きなウェイト

を占めておるところでございます。実際，今年度も小田地区から，指定する学校 ―― 小北中学校に希

望する部活動が無いという理由で矢掛中学校の進学を申出，それを承認している例もございます。 

現在，先ほど教育課長，そして，昨日町長のほうが申し上げましたが，矢掛町でも地域の子どもたち

が地域でやりたいことをということで，新しい部活動の在り方を検討し始めているところでございます。 

先ほど矢掛中学校，そして，矢掛高等学校が一緒に練習しても実際に試合に出るのは矢掛中学校の生

徒だけだと，いろいろさまざまな御指摘や問題点があると思います。それをこれからいろんな問題点を

出していただきながら，どういう形がこの矢掛町にとって望ましいものなのか，そして，より多くの小

学生が矢掛町でそういう活動，部活動の地域移行ということをすることによって地域の中で育てていけ

るようなそういう環境を作っていきたいと考えておるところでございます。矢掛町の子どもたちをぜひ

とも私は健全に地域の皆さんのお力を貸していただきながら，一緒に育てていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） １１番。 

○１１番（川上淳司君） ちょっと触れていただけなかったのが残念かなと思っているのが，二校選択

のことがちょっと触れていただけなかったんで残念ではありますが，前回も申し上げましたが，小北中

学校は笠岡市が無くそうとすると無くなってしまいますよねっていう言い方をいつもさせていただくん

ですが，管理者と副管理者，当然，町長，副管理者でありますのでそういうことはないと思っておりま

すけど，現在，昨日もニュースでも大きく報道されております笠岡市の財政状況。そういうところを考

えますと，本当にこのまま中学校存続できるんかなという部分は，だんだん重きを置いていかないけん

のかなと思っておりますし，近い将来は，多分無くす方向でみんな動いていってるんだと思っておりま

すので，それに対しての在り方ですよね。 

当然，途中から来ることはまずないと年度替わりで変わってくるんだと思っておりますが，2 年生 3

年生になると当然制服も変わってくる。そこら辺の部分でもやっぱしそろそろ時期が来てるんかなと思

ってるんで，それなりの対応をしていかんと，やっぱり転校生だから服が違うんだっていうことでなく

て，一緒に動く以上は制服の部分も問題になってきますし，それから今後そこの部分では，そろそろの

時期には差し掛かってきてる。 

多分，これから土井議員が質問されるアンケートの内容にも触れてくると思うんですけど，やっぱり

地域住民の考え方も変わってきている。毎回，私もここでこの質問をするに当たっては，相当小田地区

の方にも敬意を表しながら，本当にどういうふうな意識を持たれてるかなっていうのは，直接聞いたり

会って話をしたりっていうこともありますから，やっぱりその人たちが，今まで小北中学校がここまで

あった状況とこれから無くなる状況をどういうふうに考えられるかなっていうのは，やっぱ一つ問題だ

と思っておりますし，私達は当然のことながら今まで矢掛中学校と横谷中学校，小北中学校の3校あり
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ました。 

その時代を育っておりますんで，それが横谷中学校を合併した時，なぜ小北も持って来なんだんかな

というふうなことを今ここで差し戻っても仕方ないんですけど，そういうふうな状況にあります。 

本当に無くなる学校があるというのは，特に皆さんにとっても私にとっても，やっぱし嫌な部分であ

ります。 

私が議員になって，川面幼稚園が無くなりました。地域の方はやっぱし「議員，何しよんな」ってだ

いぶ怒られました。でも，やっぱりそれが要するに今の時代だし，子どもが減っているのは今の現状な

んで，これからはもっともっと魅力ある学校を作っていって，生徒数を増やしていくっていう意味じゃ

なくてやっぱり移住者を増やしていかないと，これから先，矢掛も埋没していってしまうんで，そこの

部分はやっぱり皆さんで考えていくべきだと思っております。 

それと，教育長，最後に触れていただきました部活動が出来なくなっている現状を踏まえて，今後子

どもたちの選択肢が狭まることがないようにこれからますます柔軟な発想を持っていただいて，教育課

にはすごくハードな思いをさせると思いますけど，やっぱりそこらへんで子どもたちの未来には教育課

が全て携わっているんだと思っておりますんで，今後ともひとつよろしくお願いして私の質問を終わり

ます。 

以上です。ありがとうございました。 

○議長（浅野 毅君） それでは続きまして，１番土井俊彦君，お願いします。１番土井君。 

○１番（土井俊彦君） １番土井俊彦です。通告に従い，早速質問に入ります。 

 小田地区，小田小学校の児童の矢掛中学校への進学の是非について，アンケートの目的と結果，その

現状を担当部局の見解を問います。 

現在，小田小学校の児童の進学先は小北中学校へ進学している。いま，小北中学校そのものが，近隣

の地区でも言えることだが，生徒数の減少によって学校の再編を迫られています。 

小北中学校が開校された約 90 年前は，生徒も多く 2 から 3 クラスがあったと聞きます。私も小北中

学校の卒業生の一人だが，私が在学中もＡ・Ｂ・Ｃと3クラスまでありました。 

やはり，時代とともにその時代に合った学校づくりが必要ではないかと思います。 

そして，小田地区も矢掛町の一部であることは間違いなく，矢掛中学校に在籍する生徒と同じ授業，

部活動，ボランティア等を共有し，矢掛愛にあふれた活動をして，矢掛中学校，そして矢掛高校へとで

きれば進んでいただく。この矢掛町を盛り上げていってもらいたい。 

先日行われたアンケートの目的と結果，その現状の答弁をお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 教育課長。 

○教育課長（稲田由紀子君） １番土井議員の御質問，小田地区のアンケート結果と現状について教育

課からお答えいたします。 

 今年10月 1日から10月 16日の間，小田地区で平成21年 4月 1日以前に生まれた方を対象に小田地

区における中学校の学区に関するアンケートを実施いたしました。対象者は1,405人，回答者は658人

で回答率は46.8パーセントでした。 

 小田地区における中学校の学区としてどちらの中学校が良いと考えるかとの問いに，矢掛中学校の意

見が34.2パーセントと最も多く，小北中学校・矢掛中学校どちらでも良いの意見が28.1パーセントと

次に多く，小北中学校の意見は25.8パーセントでした。 
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 年代別で見ますと，10から20代では小北中学校・矢掛中学校どちらでも良いの意見が42.1パーセン

トと最も多く，30から50代では矢掛中学校と小北中学校・矢掛中学校どちらでも良いの意見が34.2パ

ーセントと同数で多くなっていました。また，60 代以上では矢掛中学校の意見が 36.3 パーセントと最

も多くなっていました。 

 これを世帯構成で見ますと，中学 3 年生までのお子さんがいる世帯では矢掛中学校の意見が 43.6 パ

ーセントと最も多く，また，中学 3 年生までのお子さんがいない世帯でも矢掛中学校の意見が 33.3 パ

ーセントで最も多くなっていました。 

 この選択肢を選んだ理由を聞いたところ，小北中学校の意見では通学距離が短い，小規模で目が行き

届くの理由が多く，矢掛中学校の意見では生徒数が多い，部活動の選択肢が多いの理由が多くありまし

た。また，小北中学校・矢掛中学校どちらでも良いでは通学距離・生徒数・部活動の選択肢により好き

なほうを選ばせれば良いとの意見が多くなっていました。 

 10 年前の平成 26 年に行った小田小学校児童の就学中学校に関するアンケートは，小田地区全世帯を

対象にしたアンケートでしたが，矢掛中学校の意見が46パーセント，小北中学校の意見が39パーセン

トでした。この時の意見では，中学生以下のお子さんがいる世帯では小北中学校を選択する意見が多く，

中学校以下のお子さんがいない世帯では矢掛中学校を選択する意見が多くありました。 

 今回のアンケートでは年代別でも世帯構成別でも矢掛中学校の意見が最も多くなっていました。 

 教育委員会では皆様方の意見を踏まえ，笠岡市教育委員会へも情報を共有しながら今後の在り方につ

いて研究を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（浅野 毅君） １番土井君。 

○１番（土井俊彦君） 学区に関するアンケートの結果をつまびらかに御開示いただきましてありがと

うございます。現在の小田地区の民意を伺うことができました。 

御答弁では，矢掛中学校への進学を希望する御意見，どちらでも良いという御意見，つまり，矢掛中

学校進学を受け入れるというお考えは，回答率は 5 割を切っているものの，全体の 62.3 パーセントと

いうものでした。 

これは決して低くない数字であり，今後はこの数値の正確性を高めるため，出来るならば再度調査を

行っていただき，質問の内容をより細分化したものにして民意を拾い上げていただきたいと思います。 

先ほどの担当課長の御意見では，今後の二中学校の在り方について研究を進めたいとのことでした。 

地区住民の意見が研究の対象になるのであれば，これは，小田小学校の児童の進学先は矢掛中学校を

前提としたものになろうかと思いますが，研究の一環として笠岡市教育委員会との協議の結果，現行の

ままという方向性が出るのであれば，矢掛町民の民意たる小田の民意，これは対象になさられないので

はないでしょうか。これは決断を迫るという意味ではなく，あくまでも今の段階での矢掛町単体として

の意見としてお聞きしたいので，お立場的には教育課ではなく教育長の御見解を伺いたいので再度質問

として答弁をお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） １番土井議員の再質問についてお答えをいたします。 

 今後は，先日実施いたしました，先ほど教育課長のほうが御説明申し上げましたアンケート結果を踏

まえながら，専門家の御意見を伺いながら，研究検討してまいりたいと思います。その上で，小北中学
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校については，矢掛町のみで対応できるものではございません。笠岡市教育委員会と協議をしながら，

子どもたちのことを第一に考えて進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） １番土井君。 

○１番（土井俊彦君） 今回のアンケートの結果を踏まえて今後の小北中学校の在り方について十分検

討していただき，小田地区の民意を反映させていただくよう提言をして，この質問を終わります。 

次に，矢掛町町民憲章，これから矢掛を担っていただく児童や学生に小さい頃から矢掛愛を持っても

らうため，例えば，小・中学校の全体朝礼の時などに唱和してもらい，大人になってもこの矢掛町民憲

章を思い出して矢掛町出身であることを誇れるようになってもらうために提言し，担当部局の見解を求

めます。 

○議長（浅野 毅君） 教育課長。 

○教育課長（稲田由紀子君） １番土井議員の御質問について教育課からお答えいたします。 

矢掛町民憲章は，議員も御存じのとおり，昭和49年4月 5日に制定されています。これは，町民の皆

さんがお互いに尊重し合い，心を一つにして快適で住み良い生活を営むことができ，郷土への愛着と誇

りを持ち，心豊かなまちづくりを進めていこうと理想のまちづくりを示すために作られたものです。 

この矢掛町民憲章について，役場職員は，年度初めの4月に職員全員で唱和しております。また，二

十歳のつどいでも二十歳を迎え心新たにした成年が唱和しております。 

今回，小・中学校でも定期的に唱和をしたらどうかとの御提案です。教育委員会では，令和6年度の

矢掛町教育行政施策として地域と未来を担う人づくりを目標に掲げ，基本方針としてふる里やかげを愛

する人づくり・変化の激しい社会を生き抜く力の育成・学びを通じたウェルビーイングの向上と定め各

種施策を推進しております。 

子どもたちは，学校や地域の中で色々なことを体験し，成長しております。各学校では地域の中でそ

れぞれの取組を行っておりますので，まず学校での意見や取組を優先していきたいと考えます。 

矢掛町民憲章の唱和につきましては，御提案があったことを学校へ伝えたいと思います。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） １番土井君。 

○１番（土井俊彦君） 提言があったことのみを学校に伝えるとのことですが，私としては少し分かり

づらいものがあります。 

御答弁では，子どもたちは学校や地域の中でいろいろなことを体験し，成長しているとのことでした

が，私も担当課長のこの見解には賛同いたします。その上でお聞きしますが，このいろいろなことに矢

掛町民憲章は含まれると思われるか否か。 

また，学校の意見や取組を優先するとのことでしたが，既存の取組に矢掛町民憲章唱和に取り組む余

裕がないほど矢掛町教育委員会の施策は立て込んでおり，教員及び児童はいっぱいいっぱいの状態なの

か否か。 

三，その施策実施方針の一つにふる里やかげを愛する人づくりとありますが，矢掛町民憲章の唱和は

これに当てはまると思われるか否か。 

これらの事柄に教育委員会としての御見解を聞いておかなければ，提言を学校に伝える行為のみが働

いたとしても，我がまちの教育行政の施策の俎上に載るか載らないかについて深く協議されることが担
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保できないのではという懸念が，私としては残ります。これは決定の強要ではなく，あくまでも確認な

のです。 

ついては，以上3点について，教育課からの明快な回答を求めます。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） １番土井議員の再質問にお答えいたします。 

矢掛町民憲章は，先人の思いがこもった町民の向かうべき姿を表現したものであると考えております。

その上でお答えさせていただきます。 

学校での学びから町民憲章を排除するというものではありません。子どもたちは，各学校においてさ

まざまな教育活動の中で，ふる里やかげを愛する気持ち，郷土愛を身に付けて育てておるところでござ

います。 

春に実施されました全国学力学習状況調査の児童生徒質問紙の中に郷土愛に関する項目がございまし

た。この項目では，小学生も中学生も全国平均及び県平均より高い数値を上げておりました。これは学

校関係者だけではなく，地域の皆様の御支援・御協力のおかげだと感謝しておるところでございます。

町民憲章の中にうたわれている内容は，子どもたちに浸透していると考えております。 

また，学校での行事に余裕がないということを申し上げておるわけではございません。文部科学省の

学習指導要領には，各学校においては国として統一性を保つために必要な限度で定められた基準に従い

ながら，創意工夫を加えて児童生徒や学校，地域の実態に即した教育課程を責任を持って編成，実施す

ることが必要であると示されております。 

また，教育委員会は，それらの学校の主体的な取組を支援していくことに重点を置くことが大切であ

るとこういうふうにも明記されております。 

このような学習指導要領の観点にのっとりまして，私といたしましては，町民憲章は価値あるものと

思われますが，学校においてこれの唱和を指示するのはいかがなものかと考えておるところでございま

す。 

以上でございます。 

○１番（土井俊彦君） 教育長の出前授業等で説かれている論語は，町民の評価も高いと伺っておりま

す。できれば論語のように町民憲章も長く受け継がれるよう検討と努力をお願いして質問を終わります。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） ここでお諮りいたします。一般質問の途中ですが，ここで15分程度休憩いたし

たいと思いますが，これに御異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，11時ちょうどまで休憩いたします。休憩。 

午前１０時４５分 休憩 

午前１０時５９分 再開 

○議長（浅野 毅君） 休憩を閉じ，休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続けます。 

それでは，８番石井信行君，お願いします。８番石井君。 

○８番（石井信行君） 議席番号８番石井信行です。質問に入る前に，ロシアによるウクライナへの侵

略，イスラエルのガザ地区へのジェノサイドを断固抗議して，国連憲章と国際法に基づく平和構築に向

けて即時停戦を強く求めて質問に入ります。 
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まず1点目，不登校問題についてお尋ねします。文部科学省の発表によれば，一昨年の全国の小中高

校生の不登校児童生徒数は36万人でした。昨年度は41万人を超える人数になっております。矢掛町も

例外だとは言えません。 

“予測不能な時代を生き抜くたくましい日本人”1990年代には，学習指導要領にうたわれていた言葉

です。今は，“資質能力を備えた”“主体形成”という言葉がうたわれています。 

主体形成とは一体どういうことを言うのか。闇バイトに自分の意思で主体的に関わる人間を育てるこ

となのか。まさかそんなはずはありません。「パワハラはなかった」「マスコミはデマばかりを流してい

る」という情報を自分の意思で主体的に拡散し，選挙状況を塗り替えてしまう，そんな社会を目指して

いるのか。ちょっと違うのではないだろうかと私は思っています。 

人間が知らない間にそんな人間が育ってきているとしたら大変なことですが，ＳＮＳに日々さらされ

続け，みずから主体的に情報を取りに行っているのは，学校に行っていない子も全く同じ状況です。 

私は，学校教育はこのままでいいのかということを不登校の問題で児童生徒たちが警告を発している

のではないか。そういうふうに感じています。 

そこで，以下4点お尋ねします。不登校に対し，具体的な取組や対応がさまざまな形で進められてい

ます。人もかなり充当されていますが，問題点や課題は何だと捉えておられますか。2 点目，支援員の

待遇は，生活できる水準でしょうか。3 つ目，不登校に特化したワーキングチームの構成，討議回数，

討議内容はどうなっておりますか，お尋ねします。4 つ目，教育課の中に不登校専門の人を早急に据え

るか若しくは養成すべきではないかと考えますが，いかがお考えでしょうか。答弁をお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） ８番 石井議員の御質問，不登校問題についてお答えいたします。 

まず，1 点目の御質問，不登校に対する問題点や課題についてでございますが，不登校対策は，教職

員全体で不登校の児童生徒への共通理解を図りながら対応していく必要があり，全体で足並みを揃えて

いくことが課題だと考えております。具体的には，分かりやすく楽しい興味が湧く授業づくりや安心で

落ち着いて過ごせる学級づくりは不登校問題と大きな相関関係があると言われています。 

教職員全員で誰もが通いたくなる学校を作っていく，こういう意識が必要と私は考えております。そ

のために各学校では，職員会議での情報共有や職員研修などを通して不登校問題についての理解を深め

ているところでございます。 

また，もう一つの課題といたしまして，学校と家庭の連携不足が挙げられます。学校は，電話連絡や

家庭訪問などで対象の児童生徒の様子を確認したり，登校刺激を与えたりしているところでございます

が，保護者には会えるものの本人とは会えないケース，また，保護者との連絡が取りにくいケースもあ

ります。多様な価値観が広がっている現状があり，無理に学校に通わせようとしない家庭も増えており

ます。一層情報を共有したり，保護者に丁寧に学校の方針を伝えたりしていくとともに，必要に応じて

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの面談を促し，関係機関からもサポートが得ら

れるようにしていく必要を感じています。 

これらを踏まえて，学校全体で不登校を生まない風土を作っていけるように今後も学校に対して助言

していきたいと思います。 

 次に，2 点目の御質問，支援員の待遇についてでございますが，こころの教室の教育支援員や登校支

援員の方々におかれましては，各御家庭の状況により一概に申し上げることはできません。 
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次に，3 点目の御質問，不登校に特化したワーキンググループの構成と討議回数，討議内容について

でございますが，教育課全体では年間2回不登校対策連絡協議会を開催をしております。各校の不登校

対策担当教員，スクールソーシャルワーカー，教育支援センターひまわりの家の指導員，そしてスクー

ルサポーター，こどもみらい課の職員，教育課職員で研修を行っております。 

本年度の第1回目は7月 25日の木曜日に行いました。ここでは，岡山県教育庁人権教育・生徒指導課

の指導主事の講義を聞くとともに，各校で行っている効果的な不登校対策について情報交換を行いまし

た。ここでも，先ほど課題として挙げました学校全体で不登校を生まない風土を作っていくことの重要

性を再確認いたしました。 

そのほかにも，岡山県総合教育センターが実施しているオンラインの居場所づくりについて，実際に

パソコンやスマホを操作しながら体験的に行う研修も実施をしております。また，各学校では，関係機

関と連携を図り，ケース会議を開催し，情報を共有し，保護者との面談や家庭訪問を粘り強く行ってお

るところでございます。 

最後に4点目の御質問，不登校専門の職員の養成についてですが，現在のところ教育委員会の中には

不登校専門の職員はおりませんが，学校教育係の指導主事が各校の不登校・いじめ・生徒指導上の問題

等の情報を集約したり，各学校への指導助言を行ったりしております。前に申しました不登校対策連絡

協議会の開催，そういう準備も行っております。 

また，教育支援センターひまわりの家の指導員やこころの教室の担当教員，スクールサポーター，そ

して，県のスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーが不登校児童生徒への対応をそれぞれ

の機関や立場で行っています。これらの専門職員により対応は行っており，また，教職員も不登校支援

対策，不登校問題についての研修を行っており，それぞれがレベルアップするよう努力しているところ

でございます。 

現状の体制で改善できるように対応していきたいと考えております。今後も，関係機関との連携を緊

密に行い，未然防止や早期発見を意識した取組を進めていきたいと考えておるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） 今の答弁でさまざまな専門家の方を交えて，チームとしていろんな取組を検証

しながら，各校での取組をより学校全体として子どもたちが楽しく明るく過ごせるようにさまざまな工

夫をしておられるということは，少しわかりました。 

しかし，私が今一番思っているのは，子どもたちの内面が一体どうなっているのかということなんで

す。 

ひとつ大きな要因として学力テストによる競争，学校間の競争，自治体同士の競争，都道府県同士の

競争に駆り立てられていて，児童生徒，教職員も追い立てられている側面がまず挙げられるのではない

かと思います。 

次に，道徳でさえも教科に今なっています。評価の対象になっているということです。内面を評価さ

れるわけですから，賢い子ほど建前と本音が使い分けられてしまいます。自分はこうしたい，こう思う

というよりも，周りの人が自分をどう見ているか，どう見られているかに多くの注意が注がれてしまっ

て疲れ切っているのではないかというふうに思います。 

本人にさえわからないような無限の能力を秘めた，どの子もそういう力を秘めているのではないかと
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思いますが，結局最後，疲れ切った子どもたちは，最後は自己責任で全ては自分のせいに，自分に突き

刺さってきて我慢するしかなくなっている。そんな不登校の児童生徒を見ていると本当に胸が痛くなる

んです。 

そこでもう1点お聞きしますが，このような子どもの内面をやっぱりもっと掘り下げる必要があるの

ではないかと私は思っているのですが，教育長のお考えをお聞かせください。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） 御指摘ありがとうございます。 

いまおっしゃったこと，また私達，私自身も一度踏まえて，課題は何か，今後どうする，対策を取っ

ていったらいいのかというのを現場の教職員とも一緒に考えていきたいと思っております。 

学校では，いまちょうど今日12月 4日です。人権週間です。そして6月には，いじめ防止対策週間。

そのようなそれぞれの毎月毎月の教育相談というものを実施をしております。さまざまな期間，そして，

そういう計画に基づいて子どもたち一人ひとりのそういう胸の内をしっかりと聞いてやれる，そういう

学校であり，そういう教員であり，いたいと考えております。そのようなことをまた今後も共通理解を

して学校現場と共有しながら不登校対策に取り組んでいきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） しっかり地域も含めて各職場で学校で取り組んでくださっているということは

分かっていながら，もう一つお尋ねしたいのは，私は子どもたちが自分の手，自分の目，自分の耳でい

ろんな物事を確かめながら，自分の感じたことを自分の言葉で，自分はこう思う，自分はこうだったら

良いのになと周りの人に伝える。周りの人から共感されたり異論が出たりする。その中で自分の考えが

よりハッキリしてくる。けんかもしながら成長していける。そんな互いを認め合える場所を子どもたち

は求めているのではないかと思います。 

そうやって互いの自己肯定感や自分らしさへの誇りが育っていかないと将来に向かって足を踏み出す

エネルギーが内々にたまっていかないのではないかと常日頃から感じています。 

ＳＮＳで見られる大量の情報は，うそか本当か確かめる余裕はありません。自分がやってみたらこう

だったんだけどっていう隙間もありません。数の多いほうに流され続ける。これでは自分らしさ，主体

性が確立していかないのではないかと考えています。 

大人も今やそうなりつつあるのではないかとさえ思います。便利なツールですが，ＳＮＳには人格が

ありません。人格を持った人との関わりの中でしか人は育たない。私はそう思います。 

額に汗して物を作る人，サービスを作る人，そういう人を尊敬できる労働観をやっぱり育てることも

欠かせないと感じています。 

一人でも多く児童生徒を直接指導する側に人を増やすこと，その人たちに食べていけるだけの賃金を

確保していただくことを強く求めて，もう一度，教育長のお考えをお聞きします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） 御提言ありがとうございます。 

先ほど議員がおっしゃった一人ひとりが自分を振り返る，そして，自己肯定感を高めるという取組に

関しまして，実は先日の会議の中で，それぞれの学校ではそれぞれの学級で1日がちょうど終わって帰

りの会という時にこの1日を振り返って自分はどうだったか振り返り，そして自分が頑張ったこと，そ
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して友達で一生懸命頑張って良かったと感じるところ，お互いに発表し合っているとかそういう事例を

聞くことができました。そのような良い事例を各学校における取組を共有しながら今後も進めていきた

いと考えております。 

また，不登校対策につきましての人員配置，そしてさまざまな点につきましては今後検討してまいり

たいと考えております。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） はい。さまざまな取組を進めていっていただきたいと思います。矢掛をもっと

好きになる。そして，矢掛に住みたい，あるいは矢掛に帰って来たい。自然や人，励まし，エネルギー

をもらえたなどのこの自分を後押ししてくれた人あるいは風景，その何かが必要です。その何かを学校

の中で地域の中で育むためにも，子どもの指導に関わる人が，その人たちが食べていけるだけの賃金を

どうしても必要だと思いますのでそのことを再度訴えて，次の質問に移ります。 

かわまちづくりについて，3点お尋ねします。 

1 つ目，地元説明会でも近隣住民の説明会でも樹木伐採についての説明がないままに多くの樹木が伐

採されたのはなぜか。2 点目，地元説明会で嵐山の麓の広場西ののり面の掘削は嵐山全体の景観や安全

性から問題ではないかという指摘があったのですが，掘削は実施するのでしょうか。お尋ねします。3つ

目，近隣住民の疑問や懸念について未回答の部分も多いのですが，今後全体計画を変更することはない

のか，お尋ねします。 

以上，よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 建設課長。 

○建設課長（渡邉孝一君） ８番石井議員のかわまちづくりについて，3 点の御質問に建設課よりお答

えをさせていただきます。 

まず，1 点目の樹木伐採についてでございますが，石井議員の御質問内容に事実誤認がございますの

で，実情について御報告をさせていただきたいと思います。 

まず，施工区域は河川区域でございまして，岡山県の管理となります。工事に際しまして，当然，河

川管理者であります岡山県と河川協議を実施しておりまして河川区域内の樹木伐採については同意をい

ただいております。また，樹木伐採に許可申請は不要とのことでございました。 

住民の皆様への御説明といたしましては，町民説明会に先立ち地元議員の要請によりまして近隣住民

説明会を実施いたしております。その説明会におきまして，町の矢掛町重要文化財（天然記念物）以外

の樹木伐採の説明を行い，伐採について同意をいただいております。 

また，現在かわまちづくりに関する排水路の工事を実施しております。今後道路の拡幅も行ってまい

りますが，拡幅に関する区域で工事に際して伐採した樹木は7本でございます。そのうち，工事に影響

する樹木は6本でございます。他の1本につきましては，地元の要望により伐採したものでございます。 

2 点目の嵐山のキャンプサイト造成計画につきましては，現在ボーリング調査中でございます。町民

説明会の際にも再三お答えをさせていただきましたが，ボーリング調査結果により詳細な設計を実施す

る予定でございます。安全や景観には配慮した施設となるよう今後，計画立案を進めてまいります。 

3 点目の全体計画の見直しについてでございますが，現在用地交渉中の箇所がございまして用地の調

整が困難となった場合には現在お示しさせていただいております計画の見直しも必要となる場合がござ
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います。町といたしましては，皆様にお示しをさせていただいております矢掛町小田川（嵐山）かわま

ちづくり計画案に沿った整備を目指しております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） いくつかちょっと異論はあるんですが，再質問として，先ほども触れられまし

た町の重要文化財のムクの木の根が切られています。枝も切られる。また，この切られるかどうかちょ

っと現場を見てませんが，計画ではアスファルトでこのムクの木の三方をふさぐことになりそうです。 

樹木医の話によれば，ムクの木の根・枝は切っても大丈夫，アスファルトで覆われても肥料をやれば

大丈夫だと言われたそうですが，枯れるのではないかと私は心配しております。 

何百年もの間，矢掛を見守ってきた樹木です。せめて，ムクの木を中心に半径5メートルぐらいの地

面を残して柵をしておくべきではないか。そうやってこのムクの木を保護すべきではないかと思います

が，いかがでしょうか。 

○議長（浅野 毅君） 建設課長。 

○建設課長（渡邉孝一君） 先ほど御質問にありましたムクの木でございますが，工事に際しまして根

を1センチから2センチ5本程度切ったということでございます。それに際しましては，樹木医の方に

今後の対策，それからこのムクの木に対しての保護等について御指導いただいております。 

今後は樹木医の御指導に沿った形で保護してまいりたい，工事のほうも進めてまいりたいというふう

に考えております。 

我々一存でなかなかこういうふうな天然記念物・重要文化財のほうは成り得ませんので，皆様方とそ

して専門家の意見を特に重視をさせていただいて進めてまいります。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） いま，住民の声をしっかり聞きながらという声もちらっと聞こえたような気が

してちょっとうれしくなっておりますが，今ここに緊急要望書として，町長のほうに矢掛町小田川（嵐

山）かわまちづくり計画案について緊急要望書が出されています。 

山田地区自治会長，土井町内会長，コーポさくら町内会長それから住吉町内会長連名での緊急要望書

ですが，1 つ目に小学生・中学生・高校生等の通学路でもあり，また住民の生活道路であることから，

ダンプ等が時間当たり何台現場を通るのかなどを検討し，詳細な工程表を作成し，関係住民に周知徹底

をお願いしたい。お願いします。 

2つ目，今後町民の苦情には誠実に対応し，現場調査を十分に行ってください。さらに，十分に町内・

役場内で検討し，情報を共有するとともにまた文書に残してください。直径70センチから80センチほ

どで樹齢60年から70年の大木が結果的に切られた事案からこの要望が出ています。 

3 つ目，説明会等で質問がないからといって承認された若しくは十分であるとは考えないでいただき

たい。また，町内会等から要望があれば話を聞いていただき，真摯な対応をお願いしたいということで

要望書が出ていますが，もうこれ，11月 1日付けになっていますが，私の発言通告が済んだ随分後から

それを知ったもんですから，今ここで言わせてもらうと… 

○議長（浅野 毅君） 石井君。要望書の話は，関連性はあるんですが，今後は前もって訂正なら訂正

してお願いいたします。関連があるからね，今の発言を許しますが今後はよろしくお願いします。 
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以上です。 

                〔８番石井信行君「いま，言いました」と呼ぶ〕 

○議長（浅野 毅君） はい。今後は事前のあれに入れておいてください。で，変更するか何かして。

私はいま初めて聞きましたから。今後ともお願いします。 

                （発言する者あり） 

○８番（石井信行君） はい。通告期限が過ぎてから探しましたので，見付けましたので，もう既に11

月 1日付で町長のほうからも回答があったかもしれませんが，それはわかりませんので，この中身につ

いて町長のお考えをお聞きしたいと思います。建設課のほうでもいいんですけど。 

○議長（浅野 毅君） 建設課長，よろしいですか。 

○建設課長（渡邉孝一君） 要望書のほうは提出をされておりまして，内容について関係団体に今ちょ

っとヒアリングをさせていただいて不明の点もございますので調査をさせていただいている途中でござ

います。 

御指摘の点につきましては，今後の検討の参考とさせていただきたいというふうに思います。 

まだ，現実的に明確な文書としての回答はさせていただいておらないというのが現状でございます。

関係者の方に今しばらく状況を確認させていただきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） 町長。 

○町長（山岡 敦君） はい。石井議員の質問にお答えさせていただきます。かわまちづくりについて

でございますけれども，景観の配慮とか近隣の安全面への配慮，それからまた，のり面のほうとか含め

た安全対策というのは非常に大事なことだと思っております。どちらにしてもいろんな要望事項に対し

てですね，私達は謙虚に受け止めて，そして，真摯な態度で対応していくということが非常に大事なこ

とだと思っておりますので，そのへんの意識をしっかりと持ってこの計画に当たっていきたいというふ

うに思っております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） ぜひ住民とともに，この事業をぜひ進めていただきたいということをお願いし

て，3つ目の質問に移ります。 

地球温暖化対策についてですが，世界的な規模での地球温暖化による気候変動は，海水温の上昇によ

る台風の多発，それから，線状降水帯の多発，洪水や土砂災害の日常化，海面上昇による島しょ部の沈

下，山火事や砂漠化など私たちの生存を脅かす状況に今なっています。この温暖化対策こそ，緊急で最

大の災害対策ではないかと私は思っています。戦争なんかやってる場合じゃないと言いたい思いです。 

3点お尋ねします。町の計画では，温暖化対策の計画として公的な建物あるいは民家もあるんですが，

民家に太陽光発電を取り付けることになっています。この計画で矢掛町の温暖化対策の目標達成はでき

るのかお尋ねします。2 点目，町の職員が地球温暖化対策推進協議会の場で出た質問・懸念，これに十

分にお答えがなかったように私は受け止めました。事務局員のアセス株式会社社員との打ち合わせが十

分でなかったからでしょうか。3 点目，不登校問題と同じように温暖化対策の専門職員を養成すべきで

はないかと思いますが，どのようにお考えでしょうか。お考えをお聞かせください。 

○議長（浅野 毅君） 町民課長。 
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○町民課長（佐藤澄江君） ８番石井議員の御質問，地球温暖化対策について，町民課からお答えいた

します。 

地球温暖化問題は，世界的な課題として多くの国が取組を進めているところでございます。町民課で

は本年度，地球温暖化対策の推進のため国庫補助事業を活用し，矢掛町再生可能エネルギー最大限導入

計画の策定に向けて進めているところでございます。 

本年度策定する再生可能エネルギー最大限導入計画を基に来年度以降に地球温暖化対策実行計画，区

域施策編の策定を考えております。本年度策定を予定している町再生可能エネルギー最大限導入計画に

つきましては，石井議員も委員として参加していただいています地球温暖化対策推進協議会において，

町民の代表者や町内事業者の方にも委員として参加していただき，審議していただいているところでご

ざいます。また，町民向け・事業者向けアンケート調査を実施し，町民や事業者の御意見等を把握して

いくこととしています。 

1 つ目の御質問，計画では公的な建物に太陽光発電を取り付けることになっているが，町の温暖化対

策の目標を達成できるかについて，議員も御承知のとおり計画では公共施設にのみ太陽光発電を設置し

ただけでは目標が達成することにはなりません。町民の住居や事業所，カーポートや空き地，農地やた

め池など太陽光が設置できると思われる場所に設置ができた場合の想定値から目標値を算出することと

なります。 

また，太陽光発電の導入だけではなく，省エネ設備やＥＶ車の導入，ゴミの減量化など各分野におけ

る取組や今後将来的な技術革新による発電効率の上昇や設備導入コストの削減，温室効果ガス排出量の

減少等の期待も含め目標を立てることとしています。目標値は，国が示しております2030年に温室効果

ガスを基準年 ―― 2013年ですが，基準年の46パーセント排出量削減，2050年にゼロカーボンとなる

ように見合った数値を目標値とし，それに必要な再生可能エネルギー設備の導入を目標としています。 

2030年 46パーセント削減及び2050年ゼロカーボンの目標の達成には，行政だけではなく町民の方や

町内事業所のそれぞれが地球温暖化対策への取組，意識改革をしていくことが不可欠でございます。 

行政の役割としては，広報紙やイベント等で広報活動による町民の意識啓発や補助制度の充実による

再エネ，省エネへの転換を促していくことに取り組んでいきたいと考えております。 

2 つ目の御質問，推進協議会の場で出た質問に職員が答えられないのはなぜかについて，地球温暖化

対策推進協議会では，調査業務や資料作成，会議での資料説明については，国の補助事業を活用し，専

門事業者へ委託契約をしております。 

第1回の会議では，協議会開催に至る経緯，アンケート調査の実施については，町民課職員から説明

をいたしました。計画の概要，地域の概況，再生可能エネルギーポテンシャルの推計，温室効果ガス排

出量の現況推計については，資料を作成いたしました委託事業者より御説明をさせていただきました。

質疑につきましては，資料の内容，数値的なことであったため委託事業者から回答をさせていただいた

と考えております。 

3 つ目の御質問，温暖化対策の専門職員を育成すべきではないかについて，町では，環境施策をより

一層推進するための体制づくりとして，昨年 ―― 令和5年 4月，町民課に環境エネルギー係が新設さ

れました。係には，職員2名が環境保全や廃棄物，動物愛護，墓地などの業務と兼務して担当をしてお

ります。町では専門職員はおらず，今後も温暖化対策専属の職員の配置は予定しておりません。そのた

め，会議には専門的な立場から御意見をいただくため岡山大学大学院環境生命自然科学研究科の松井准
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教授に参加をしていただき，アドバイスをいただきながら事業を進めているところでございます。また，

担当職員におきましても知識を身に付けるため，先般，全国自治体職員の研修に参加し，先行事例や他

自治体の動向などを学んでまいりました。 

地球温暖化対策については，どの自治体も矢掛町と同様に試行錯誤しているという現状とその研修の

講師の方の話の中で，脱炭素は目的ではなく手段であり，地域の実情，課題解決に向けて脱炭素を利用

するという発想が必要との言葉が印象的であったと聞いております。 

専門職員を配置する・しないに関わらず，今後とも職員のスキルアップに努めていきたいと考えます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ８番石井君。 

○８番（石井信行君） はい。推進協議会の中で座長がアンケートの「これはここで話し合ったら，皆

さんの意見が出たら，これ変更して差し直してアンケートを出すんですよね」って言って聞かれた時に，

事務局もどちらも「いや，それはもう」で，「間に合わないんですか」と座長が聞かれて，それで「はい」

っていうのも言われたんですが，ああいう形の問題やなんかやっぱ時間的なもの，それから推進協議会

が何のためにあるのかという点もちょっと気になったもんですから，この質問を用意しました。 

いま言われてるようにさまざまな専門知識を求めていろんな形でしておられるということは伺って分

かったんですが，町民のほうも町民課の意向に対してさまざまなゴミの減量化だとか，その堆肥化によ

ってそれを有効利用するとか，天日によるお風呂の水を太陽の光を有効に使うとか，屋根やそれから庭

や山林や畑に太陽光発電を用意して自分のとこでも使うし売るしっていう形でいろんな努力をされてい

るし，エコキュートだとか先ほども言われましたがハイブリッド車だとかさまざまな形で町民も工夫を

しております。 

それをこれからも，こういう形もあるよと先ほど言われました技術の革新によってこういうことが出

てきたというようなことがあればそれを町民に教えていただいて，町全体で地球温暖化にぜひ取り組ん

でいきたいと思います。 

もう残されてる時間が足りなくて，2030年度までに1.5度の世界の目標をとても達成できそうにない

状況で温暖化ガスがあふれていますので，それをぜひ町民とともに進めていただくことをお願いして，

私の質問を終わります。 

○議長（浅野 毅君） 続きまして，２番昼田政義君，お願いします。２番昼田君。 

○２番（昼田政義君） 議席２番昼田政義でございます。通告に準じて質問をさせていただきます。 

防災意識の向上と訓練推進について伺います。災害時に命を守る行動として早めの避難が一番大切な

ことです。しかし，町民の皆さんの危機意識が低いように思われます。自主防災組織は結成されていま

すが，避難訓練を実施している町内会が少ないのではありませんか。 

そこで，以下の 4 点について伺います。1 つ目，町内の避難訓練の実績と町としての訓練推進するた

めの施策を伺います。 

2 つ目，避難所の備蓄品が備えられていますが季節によって備品の内容も違ってくると思いますが，

また，災害の内容程度によって違いがあると思います。そこで，いま現在の備蓄品で町として十分に対

応できると思っていますか。できてないと思われるならどのような対策を考えられているか，お伺いし

ます。 

3 つ目，今年の防災フェアが低調に見受けられました。今後，防災フェアを開催にあたり，どのよう
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な考えで開催されるかお聞かせください。町民の参加型で，消防団・防災士・社会福祉協議会と連携し

たものにしたらどうでしょうか。組織によって役割分担が違うと思いますが，一連の流れを町民の皆さ

んに知っていただくことは良いことだと思います。どうでしょうか。 

4 つ目，通信網がない場合，防災無線を使用するとの返答がありました。防災無線を通して実際に訓

練をした実績はありますか。また，災害状況を把握するためにドローンが必要なものだと思います。再

度聞きますが，ドローンの導入計画はありますか。 

以上，4点伺います。 

○議長（浅野 毅君） 総務防災課長。 

○総務防災課長（堀 賢一君） ２番昼田議員の防災意識の向上と訓練推進4点の御質問について総務

防災課からお答えを申し上げます。 

まず1点目の御質問，町内の避難訓練の実績並びに訓練を推進する施策ということについてお答えを

申し上げます。まず，防災訓練の実績を申し上げますと，まず令和6年度からですね，地区ごとに行政

順で，矢掛地区は4件，美川地区は3件，三谷地区が1件，山田地区が4件，川面地区が1件，中川地

区が2件，小田地区は2件の合計17件となっています。続きまして令和5年度ですけれども，矢掛が6

件，美川が1件，三谷が2件，山田が3件，川面が1件，中川が4件，小田が3件で合計20件でござい

ます。 

これは，あくまでも本課が把握をいたしている訓練実績でございますので，これ以外にも実績として

訓練されている所もあろうかと存じます。いずれにしましても，自主防災会あるいは町内会単位で実施

をされておられまして，町内平均して毎月1件以上の訓練が実施されていることになります。 

一般論としては，比較的多くの組織が訓練に取り組んでおられるというふうに思っております。この

うち特に避難訓練に特化しますと，令和6年度では，矢掛地区と中川地区で1件ずつ，山田で2件の合

計4件，令和5年度で山田で2件，中川で1件の計3件となっております。 

それからまた，訓練を推進する施策については，本町としてどういった取組をしているかということ

なんですが，今年度から訓練等のソフト事業に対しまして 10 割補助。今までは 8 割補助でしたが，10

割補助ということといたした自主防災組織の活動補助金の活用をお願いをいたしております。さらに，

その訓練や講演などをサポートしてくださるＮＰＯ法人などのあっせんと申しますか，情報の提供。そ

れから，自治協議会を通じてお届けさせていただくなど，また，同時にホームページにもその情報を掲

載させていただいて訓練の企画立案などにその活用をお願いしているところでございます。 

続きまして，2 点目の備蓄品の質並びに量において十分かどうかという御質問ですけれども，まず，

備蓄品につきましては，御承知のとおり各避難所の倉庫に用意をいたしているものでございまして，避

難所の運営に特に必要な機器，それから物資を主に備蓄をいたしております。飲料水や食料品 ―― 保

存食ですね，これにつきましても多少はありますが，その量は十分ではないかもしれません。仮に飲料

水や食料を大量に備蓄するとなると相当な場所，倉庫の大きさも必要となってまいります。現在の計画

では，被災後は防災協定を結ぶ企業などから相当量の飲料水や食料を発注して納品していただく予定と

いたしております。遅くとも3日後には支援物資が各地から町へ届くということが想定されております

ので，その到着を受けて各避難所へ配布をさせていただくこととなります。 

それから3点目の9月の防災フェアにつきましてですけれども，議員の皆様には御参加を頂戴し大変

ありがとうございました。 
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来場者の数は大混雑ということはございませんでしたが，牛山静岡大学教授の講演のほか展示会場で

は熱心に質問をされる方，それから気象台が用意されたシミュレーションなどを真剣に御覧になる方，

それからＮＴＴの伝言ダイヤルを試されている方，それからゴミ袋を加工して防災ポンチョを上手に作

られる児童生徒さんなど，実際に手に触れ，実演されることで確たる意識を持たれた方もおられたとい

うことでございます。 

事前の周知の方法などにもう少し工夫をすれば，もう少し大勢の方に来ていただけたかとは思ってお

ります。今回のイベントは70周年の一環で計画をいたしたものでございまして，今後は継続的なイベン

トを更に効果的に実施していくよう検討してまいりたいと存じています。 

防災は，大々的なイベントなどのような太く短くではなくて，地域防災の根幹にありますように細く

長くコンパクトでも継続することが有事の際に地域を守ることができるものと存じています。 

現在も6年前の豪雨災害を教訓に，それぞれの地域で避難訓練や防災訓練などを継続的に取り組んで

いただいておりますことに敬意と感謝を申し上げます。 

それから御提案の消防団・防災士・社会福祉協議会と連携した訓練につきましては，今後の訓練の目

的，それからその効果を考慮いたしまして関係機関と協議連携しながら進めてまいりたいと存じており

ます。 

最後の4点目の通信網が途絶した場合の対策並びにドローンの導入について申し上げます。大地震な

どで固定電話や携帯スマホが使えなくなった場合は，その時，その場合，その状況で使える通信機器が

異なってまいりますので，その使える通信機器を利用して活用していくことになります。その一つとし

て本町の防災無線もございます。 

これは，通常消防団が消火活動などで普段活用している無線でありまして，避難所になる各小学校に

も配備をしております。ボタンを押して話して聞くいわゆるプレストーク方式であり，扱い方は簡単な

ものです。ただし，無線機自体の出力に限界がございます。遠くまでは飛ばすことはできませんので，

中継をすることで遠くまで情報を運ぶことになります。 

このほか天頂衛星みちびきを活用した衛星通信Ｑ‐ＡＮＰＩシステムを活用して，各避難所と役場と

でインターネットを経由した双方向の通信も可能となっています。 

このシステムを利用しまして，先月 11 月 7 日にＢ＆Ｇ海洋センターで 7 地区の自治協議会，それか

ら公民館，防災士の方々約40名以上の方々が一堂に会し，内閣府の方々と共に通信訓練を実施したとこ

ろでございます。 

補足でありますが，また，イーロン・マスクのスペースエックス社にございますような低高度を機動

する衛星通信が可能なスターリンクを活用すれば高速インターネット回線が利用できるなど，その選択

肢は従前と比べまして格段と広がっていると思っております。ある国内のスマホメーカーは，このスタ

ーリンクとその衛星とスマホが直接通信できることに成功したといったような情報もお聞きしておりま

す。こうした新技術を視野に入れた通信技術の研究も進めているところでございます。 

それからまた最後の，災害時に上空から情報収集が可能なドローンにつきましては，以前もちょっと

お答えをさせていただいているとおり，機器本体の価格が高額でございます。それから，操縦する職員

の育成，オペレーターですね。本町のみで設置するのがなかなか難しいものと考えております。その代

替案ではございますけれども，井原地区消防組合が令和7年度中に導入に向けまして事務を進めている

ということを伺っています。その状況をしばらく御注視いただけければと存じております。 



―55― 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ２番昼田君。 

○２番（昼田政義君） それでは，再質問をさせていただきます。1 つ目，各地区の避難訓練は年 1 回

程度実施されているようですけど，各町内会の避難訓練の実績状況が悪いようですがどのように推移し

ているかをお伺いします。2 つ目，災害時の連絡体制マニュアルは出来ていますか。避難開始，避難場

所の体制，また，社会福祉協議会との連携，消防団との連携と一連の体制づくりを確立されていますか。

また，災害後のり災証明書等の一連の流れが誰でもわかるようになっていますか。災害時から災害後の

一連の流れがわかっていますか。整備されていれば慌てることなく誰でも町民に説明できると思います

ができていますか。回答をお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 総務防災課長。 

○総務防災課長（堀 賢一君） 昼田議員の再質問2点ございました。お答えを申し上げます。 

まず，1 点目の避難訓練につきましては，防災訓練の中の避難訓練にちょっと特化した所で申し上げ

ますと，町内会単位では，令和6年度では矢掛地区では宮ノ下地区がなされております。それから山田

地区では城江，それから広石の両地区，それから中川地区では浅海の，議員の御地元でございます高柳

地区の4地区がされておりますし，令和5年度では，山田の城江地区と広石地区とそれから中川の浅海

の高柳地区の3地区がございました。いずれも避難所を場所を設定されまして徒歩にて避難経路を確認

しつつ避難所に集まる訓練を実施されています。 

 防災訓練の内，避難訓練については，やはり，いざ企画実行の段階になりますと少しハードルが上が

ります。難しいというイメージがおありになるんでしょうけれども実施されている件数は少なくなって

まいります。 

どのような支援があればこういった具体的な避難訓練を実施していただけるかも今後もちょっと研究

してまいりたいと存じております。 

まずはですね，企画実施しやすい図上訓練，それから消火訓練，そういった訓練から始めていただい

て少しずつ訓練の幅を広げていただき，その何回か後には避難訓練で避難所に避難した後，さらに避難

所の開設・運営訓練などもしていただけるような検討をしていただければというふうに思っております。 

2 つ目の再質問の大災害時の連絡体制のマニュアルは出来ているかということにつきましてですけれ

ども，本町の地域防災計画内にもマニュアルはございますし，それぞれの自主防災会，自主防災組織に

も連絡体制計画はなされているようです。 

災害が発生し，避難情報を皆様にお知らせすることになった場合は，有線放送ですとか一斉メール，

矢掛放送の文字放送やエリアメール，これはスマホ携帯一斉になりますね，地域内の。それからＳＮＳ

など可能な情報手段を用いて町民の皆様に避難の情報をお知らせすることとなります。これを受けて，

関係団体もそれぞれのマニュアルを，それから計画をお持ちになっていらっしゃると思いますがそれの

計画に基づき，防災活動を開始していただくということになります。 

各団体は，状況に応じた想定訓練などは実施されていると伺っています。それからまた，災害後のり

災証明等の発行をはじめとした災害対応についても本町の地域防災計画内にその役割や順序などが記載

されており，災害対策本部で決定後，速やかに進めていくことになります。その内容も町民の皆様に何

度もお手許までお知らせしていく予定としております。 

御承知のとおり災害は，被害が少ない小さな災害もございますし，災害救助法が適用されるような大
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災害，激甚災害まで幅広くございます。その対応もその規模に応じて，対応を変化させていくというこ

とになります。 

本町の地域防災計画にあります内容を災害対策本部が検討決定し，住民の皆様にお知らせし，各団体

とも連携を図っていち早い復旧に向け対応してまいることになります。 

このたびの昼田議員の御質問の背景にございますように防災訓練，避難訓練については，それぞれの

地域に沿った企画，計画を想定していただくことになります。町内会，自治会など組織の大きさの多寡

はありますが，まずは，その根幹となる町内会規模での災害の想定，そして訓練の企画計画，場合によ

っては備品などの購入を経て，その地域にあった防災避難訓練にまずは，話し合いの上取り組んでいた

だくこと，いわゆるスモールスタートも良いのではないかなというふうに存じています。 

もちろん，その根底には，お一人おひとりが防災についての意識を高めて，その輪を広げ，地域で意

識の共有を図っていただいて，次は訓練してみようかなというような機運につながっていけば良いかと

期待いたしております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ２番昼田君。 

○２番（昼田政義君） いま，総務防災課のほうから町の方針とかお考えをお聞きしました。今後もね，

災害時に町民の安心安全を守るためにも防災訓練及び防災活動推進を継続していただくことをお願いし

て，私の質問を終わります。 

○議長（浅野 毅君） お諮りいたします。この際昼食などのため，午後1時まで休憩したいと思いま

すが，これに異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，午後1時まで休憩いたします。休憩。 

午前１１時５９分 休憩 

午後 ０時５９分 再開 

○議長（浅野 毅君） 休憩を閉じ，休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続けます。続きまして，

７番小塚郁夫君，お願いいたします。７番小塚君。 

○７番（小塚郁夫君） 議席７番小塚郁夫です。通告に従い，ボランティア活動のポイント制度につい

て質問します。 

国や自治体の財政が厳しさを増す昨今，行政がカバーできない部分を市民ボランティア活動で補おう

という取組が，介護保険法で平成9年，法律123号に規定する地域支援事業として高齢者がボランティ

ア活動に取り組み，社会参加活動を通して健康増進を図り，生きがいに資することを目的に近年さまざ

まな自治体でボランティア活動の内容に対してポイントを付与する施策が実施されております。 

あるまちでは，いきいきボランティアで 1ポイント 100 円，50ポイント 5,000 円を上限とし，施設，

行政機関，地域などの内容で活動されています。 

今後，団塊の世代が後期高齢者になる2025年以降は，人口減とともに高齢化が進み，ボランティアの

受入れ活動場所が必要になると考えます。 

住み慣れた地域に何か貢献したいと思っておられるグループや個人の皆様に活動をしていただくため

に，4 点質問します。まず，①本町は団体ボランティアとしてうぐいすの会の活動はありますが，ほか

の団体はありますか。また，活動内容は。②個人のボランティア活動を受け入れていますか。③ボラン
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ティア活動にポイント制度を導入していますか。④今後施設，行政機関，地域などで人材不足が予想さ

れますが，ボランティア活動のポイント制度に取り組む計画がありますか。 

以上，担当課にお伺いします。 

○議長（浅野 毅君） 福祉介護課長。 

○福祉介護課長（片岡 崇君） ７番小塚議員の御質問，ボランティア活動のポイント制度について，

福祉介護課からお答えいたします。 

質問の1点目，本町は団体ボランティアとしてうぐいすの会の活動はありますが，他の団体はありま

すか。また活動内容はという御質問ですが，各科各分野で幅が広いため，福祉介護課で把握しているう

ぐいすの会と同様な高齢者福祉関係団体に限定させていただき，回答させていただきます。 

介護予防訪問ボランティアうぐいすの会のほかには，町内で地域ミニデイサービスを実施している 5

団体 ―― ダイヤモンドクラブ，さんさん美川，三谷ふれ愛の会，あすみる倶楽部，小田地域ミニデイ

サービスがあります。うぐいすの会は，介護保険の地域支援事業に規定された訪問型サービス事業を実

施しており，地域ミニデイサービスは通所型サービス事業を実施しております。どちらも有償ボランテ

ィア等により提供される住民主体によるサービス事業を行っている団体です。 

また，老人センターで古紙を材料に神楽面づくり等を行っているリサイクル福祉ボランティアや矢掛

町社会福祉協議会ボランティアセンターに登録されている矢掛町ボランティアのぞみ会では，福祉施設

でのお手伝いや給食サービスなどを行っております。 

続いて，2 点目の個人としてのボランティア活動を受け入れていますかという御質問ですが，ボラン

ティアについては，矢掛町社会福祉協議会がボランティア窓口となり，マッチング等を行っております。 

続いて3点目，ボランティア活動にポイント制度を導入していますかという御質問ですが，ボランテ

ィア活動へのポイント制度は導入しておりません。 

続いて4点目，今後施設，行政機関，地域等で人材不足が予想されていますが，ボランティア活動に

取り組む計画はありますかという御質問ですが，町としては，第3次矢掛町地域福祉計画・第5次矢掛

町地域福祉活動計画に掲げるボランティアの育成を目的に，ボランティアセンターを設置している社会

福祉協議会への支援及び住民や地域主体の福祉活動を推進していきたいと思います。 

今後の少子高齢化時代や国の財政状況を考えると，小さなまちでは，ボランティアなくしては行政が

成り立たなくなるかもしれません。 

 御紹介ありましたボランティアの活動回数に応じてポイントを付け，現金に換金するこの制度につい

ては今後のボランティアの人材確保のひとつの方法として参考にさせていただきたいと思います。 

 当面は，ボランティアの善意なお気持ちを優先させていただきながら，既存の社会福祉協議会のボラ

ンティア窓口を活用していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） ７番小塚君。 

○７番（小塚郁夫君） うぐいすの会は，介護保険の地域支援事業に規定された訪問サービス事業，ま

た，地域ミニデイサービスは通所型サービス事業を実施する有償ボランティアと答弁がありました。 

有償ボランティアもいいが，ボランティアにポイント制度を導入したほうが幅広くいろいろな分野で

活動していただけると考え，近隣の市町村でもボランティア活動に年 50 人の申込み希望者があると聞

きました。 

本町の第5次矢掛町地域福祉活動計画の社会福祉法改正などの概要で地域福祉に関する活動への地域
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住民の参加を促す活動を行う者に対する支援とありますが，幅広く活動できるボランティアに対するポ

イント制度を追加すべきと考えます。 

再質問として，町長のお考えをお伺いします。 

○議長（浅野 毅君） 町長。 

○町長（山岡 敦君） 小塚議員の再質問についてお答えさせていただきます。ボランティアポイント

制度の御提案をいただきましてありがとうございます。 

制度を導入している自治体などから情報収集して研究してみたいと思います。大切なことはボランテ

ィア活動に携わるお一人おひとりの気持ちに敬意を払うということとまた，お世話になる人たちもそう

した方々に感謝の気持ちで接することじゃないかというふうに思います。 

町といたしましても，ボランティア活動が行われやすい環境づくりに取り組んでまいりたいと思いま

すので，どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） ７番小塚君。 

○７番（小塚郁夫君） はい。本町も以前，担当課で検討されたことがあると聞いています。いろいろ

な問題があって見送りになったんだと思いますけど，いま，町長が言われたように前向きに検討してい

ただければ有難いと思いますので，どうぞよろしくお願いします。これで私の質問を終わります。 

○議長（浅野 毅君） 続きまして，５番田中輝夫君お願いします。５番田中君。 

○５番（田中輝夫君） 議席５番田中輝夫です。通告に従い，里山における危険木伐採支援についてと

学校規模の適正化と小学校の再編の考え方について，この2点についてお伺いします。 

まず 1 点目，2 か月ほど前ですけれども山際の木を業者に依頼して切ってもらっていた人と話をしま

した。その人は，「このまま放っておくといつかは倒木する危険があり，近くにある集会所などに被害が

及んでもいけない。将来私の子どもたちに迷惑や負担を掛けたくないので，今のうちに業者に依頼して

老木や高い所の枝などを切ってもらっている。私の終活の一環だ」と言っていた人がいました。 

自宅の裏山若しくは里山から大きな雑木が生え，枝が伸び，民家の軒先や窓，電線などが切られる被

害のおそれや倒木により集会所や民家などの人命や財産に被害を及ぼすことが懸念される場所がありま

す。 

所有者の判明している個人所有山林などの危険木伐採は所有者個人で行うのが決まりでありますが，

所有者が町内不在とか連絡が困難な場合などの対応はどうなるのか。そして，倒木など危険を伴う民家

の人が，土地所有者の連絡が困難な土地の木の枝を自主的に山林環境の維持保全の促進を図る目的で危

険木の伐採による整理を行うものに対して町としての支援対策の考えはあるのか，執行部にお尋ねしま

す。 

○議長（浅野 毅君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（池田敏之君） ５番田中議員の危険木伐採についての御質問に産業観光課からお答え

いたします。 

 まず，町外・県外にお住まいの方の所有山林における危険木につきましては，産業観光課にお問い合

わせをいただいた場合には，現地調査等を実施し，必要に応じ山林所有者へ適正管理を促す文書を送付

するなどで対応したいと思います。 

 次に，危険木伐採に係る支援については，本町をはじめ井笠管内では支援を行っている市町はありま

せん。県内では，岡山市，倉敷市などが危険木伐採支援事業を実施しており，岡山市では，交付対象者
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として，危険木の所有者及び危険木の倒木により被害を受けるおそれのある住居の所有者又は管理人で，

後段の被害を受けるおそれのある住居の所有者又は管理人においては，危険木を所有する者から事業実

施の承諾を受けている者に限ると定められています。 

本町において，御質問に関する案件についての問合せはありませんが，人口減少・高齢化が進む中，

今後，本案件が増加するようであれば，事業に関する調査研究を進めたいと考えております。 

以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ５番田中君。 

○５番（田中輝夫君） はい。今までこのような事例の問い合わせがなかったというふうなことですが，

今後は事業の調査研究を行っていくというふうな前向きな回答でした。 

そこで問題と言いますか，悩ましいのは，いま現在，迷惑が掛かっている個人が山林所有者に連絡が

できない場合又は町から適正管理を促す文書を送付しても返信が無かったり，返信が遅かったりした場

合の対応です。そのような場合は文書を送付し，返信無き場合は，一定期間経過後は被害の未然防止の

観点から対応できるようにならないのかということを再度質問します。 

○議長（浅野 毅君） 産業観光課長。 

○産業観光課長（池田敏之君） ５番田中議員の再質問に産業観光課からお答えいたします。 

 危険木の山林所有者の対応が無い場合についての御質問ですが，民法第233条において，竹木の枝に

ついては，枝を切除するように催告したにもかかわらず相当の期間内に切除しない時，所有者の所在を

知ることができない時は，枝を切ることができると定められています。 

 また，民法第717条においては，“竹木の支持に瑕疵があることによって他人に損害を生じた時は，被

害者に対してその損害を賠償する責任を負う”と定められております。 

 山林の立木は，山林所有者が権利を有していること，さらに，立木の処分は財産処分にあたることな

どから所有者において対応することが基本であると考えております。 

 しかしながら，町といたしましては，再度の文書送付などの可能な支援を実施し，町民の方の不安が

解消できるよう努めてまいりたいと思います。 

以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ５番田中君。 

○５番（田中輝夫君） はい，回答していただきました。今回のような事例は少ないかもわかりません

が，他の市では危険木伐採支援をし，支援事業補助金交付要領を制定しているところがあるというふう

な回答でした。 

私も心配していたんですが，山林管理の行政指導の通知文書を出しても，これは処分通知ではないの

で果たして強制力とか公正力はどこまであるのかなというふうな不安がありました。やはり民地に対す

ることですから，そこまでの強制力，木を切りなさいというふうな強制力もないのかなというふうに思

っておりましたが，先ほどの回答では，場合によっては木を切ることができるというふうな回答だった

ですし，町民の不安も解消するというふうなことの答弁でした。 

本当に，回答のように本当に困っている町民がいるのであれば，行政としても町民に寄り添った制度

を作るのが必要なのではないかなというふうなことで危険木伐採支援のことを提言し，この質問は終わ

りたいと思います。 

次に，学校規模の適正化と小学校の再編の考え方についてであります。小学校では児童数の減少によ
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り児童の人間関係の固定化や教育活動，例えば運動会とか発表会等の制約が深刻化しているというふう

に思われます。 

本町の出生率は令和 4年度 69 人，令和 5年度 59 人であり，令和 6年も 9月末で 32人とほぼ前年同

様な数字と想定されます。 

島しょ部や山村へき地では統合することが困難で，ごく少数の児童だけでも存在している所がありま

す。 

少人数を生かした教育と統合した場合の教育にもそれぞれメリット，デメリットはあります。児童の

教育のことを考えれば，統合し，集団の中で多様な考えに触れ，切磋琢磨することで児童の資質や能力

を伸ばしていくのが良いのではないかなというふうに考えております。 

しかし，学校は児童の教育施設であるためだけではなく各地域のコミュニケーションの核としての性

格もあるので統合は難しいのは理解できます。早急に統合すれば良いというのではありませんが，今後

更に出生数が減少となった場合とか，統合の基準並びに学校規模の適正化など本町の方針，方向性につ

いて執行部にお尋ねします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） ５番田中議員の御質問，児童数減による小学校再編の方針について，お答え

いたします。 

学校規模適正化や小規模校の充実策の検討に際しての基本的方向性や考慮すべき要素，留意点等をま

とめた公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引が，平成27年に文部科学省で策定され

ております。これによりますと，学校規模が小さくなると児童生徒の人間関係や教育活動に影響が出る

可能性がある。例えば，同学年の友達が少なくなったり，複式学級になったり，部活動や学校行事が制

限されたりすることが発生します。 

一方で，学校規模が大きくなると児童生徒の個性やニーズに対応することが難しくなる可能性があり

ます。例えば，教員と児童生徒の距離が遠くなったり，学級の人数が増えたり，学校の統制が困難にな

ったりすることがあります。 

したがいまして，学校規模の適正化は，教育的な視点から児童生徒の資質や能力の伸長に資するよう

な学校づくりを目指すことが重要となります。そのためには，学校規模だけではなく，学校の教育内容

や方法，学校の組織や運営，学校と地域との連携など多面的な観点から検討することが必要となってま

いります。 

小学校の統廃合の問題については，令和 2 年 7 月 31 日に矢掛町教育総合審議会から矢掛町の将来を

見据えた小・中学校の在り方についてという諮問があり，令和3年3月 18日付けで答申がありました。

その内容は，現行の各地区1校町内7校の体制を維持することを提言しており，その理由といたしまし

て，児童一人ひとりへのきめ細やかな指導等小規模校のメリットを生かした教育が実践されていること，

全校にコミュニティスクール ―― 学校運営協議会が設置され，各校と地域の良好な関係が築かれてお

り，地域ぐるみの教育・子育てが良好に実施されていることということが挙げられています。 

教育委員会としては，この答申に基づいて，学校数を維持しつつ各校の小規模校化のデメリットを少

しでも減らすためにＩＣＴ機器などの活用による遠隔授業等の実施，町内複数校による合同授業の実施，

地域住民との連携を強め，ふる里に根差した教育活動の充実を図っていきたいと考えています。 

以上のように，学校統廃合の基準は，単純な数値ではなく教育的な効果や地域の事情を総合的に考慮
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することが求められてきます。 

現在，令和6年5月 1日現在の小学校児童数は580人となっています。6年後の令和12年度の児童数

は，推計で472人となる見込みです。今後，児童数の更なる減少や学級数の減少，つまり複式学級が増

える場合には統廃合について検討しなければならないと考えています。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ５番田中君。 

○５番（田中輝夫君） はい，ありがとうございました。あと1点，これはちょっと統廃合ではないん

ですが，児童の学校の通学に関してお聞きします。 

私の地域の小学校は登校時では数人が並んで通っています。下校時は児童の終業時間等の差もあって

いろいろあったり保護者が学校まで迎えに来たりというふうなことで，歩いて帰ってくる子は少なくな

っているというふうな傾向にもあるんですが，そこで学校へ通学する時に一昔前はランドセルに重い物

が入っていて大変だったなというふうな記憶もあるんですが，長い距離を歩いて通学する児童のランド

セルに最近は重たいものが入っていないというような様子があるんですが，これは学校側の何か配慮等

があるのかお尋ねします。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） ５番田中議員の再質問についてお答えいたします。 

児童生徒の携行品については，平成 30 年に文部科学省から児童生徒の携行品に係る配慮についてと

いう文書が発出されております。各学校において適切な配慮をするよう要望されています。 

重いランドセルを背負って登下校をしていると，体に，そして心に良くない影響が現れるという報告

もあります。筋肉痛や腰痛，肩こりが発生するほかランドセルを背負うこと自体が憂鬱になり，登校を

嫌がることもあるという報告がございます。 

一方，教科書やノートなど授業で使用している教材を学校に置いておくと予習・復習が家庭でできな

くなるというデメリットもございます。 

実は，現在このような通知をいただいて校長会でもそれぞれ協議をしながら適切に対応して重くなら

ないように配慮して宿題等で必要なものだけ家庭に持ち帰る。それ以外のものは，学校に置いておくと

そういう方針を立てて共通理解をして取り組んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） ５番田中君。 

○５番（田中輝夫君） はい，ありがとうございました。やはり子どもの登下校，通学などを見ている

と何人かで寂しいですけども，子どものランドセル背負ってるのが重くないかなというふうなことで，

何らか学校からの配慮があるのかなというふうに思ってお聞きしました。 

それと，小学校の適正規模や再編に向けての本町の考え方も聞かせていただきました。学校が地域ぐ

るみの教育や子育てが実践されていることは理解できますし，統廃合への合意は簡単ではありません。

先ほど教育長からの答弁でも，小規模でもきめ細やかな指導を行っているとか，複式が増えたら統廃合

も考えないといけないというふうな答弁でもありました。 

子どもを持つ保護者からすれば，子どもには多くの友達と楽しく遊べる学校生活を送ってもらいたい

というふうに思っているはずです。児童数が減少する中でこのまま少人数学級を続けていくよりも，ク

ラス替えが可能な人数で多様な考えに触れ，集団の中で良い意味での競い合い，児童の資質・能力を伸
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ばしていくのが良いのではないかなというふうに思っております。 

また，統廃合によって施設管理が少なくなったり，放課後児童クラブなど当面の課題も解消できるの

ではないかなというふうに考えられます。 

これはちょっと小学校ではないんですが，先ほど午前中の同僚議員の質問でもありました小北中学校

の関係での質問にも関連するんですが，矢掛町の町立学校の合併は中学校ですが，過去2回あります。 

昭和31年，もう67年前になりますが，村立美川中学校が町立矢掛中学校に統合されたこと。それか

ら，昭和54年，約45年前ですが，町立横谷中学校が町立矢掛中学校に統合されたというふうな経緯が

あります。当時，横谷中学校は各学年で2クラス以上ありましたが，どういうわけか統合されたという

ふうな経緯があります。 

いま話をしているのは古い話を出しますが，温故知新と言いますか，故きを温ねて新しきを知るとい

うふうなことで，昔統合されたことの経緯はどうだったのかというふうなことも再度考えていただけれ

ばと思いますし，やはり，自分が思うのは，ある程度の人数がそろった所で子どもが競い合う，学ぶの

が良いのではないかなというふうに思って述べさせていただきました。 

一番には子どもたちの教育のことを考えてもらっているのは当然ですが，これからも児童生徒にとっ

て良好な教育環境を整えることで議論を重ねていただきたいというふうに思って，この質問は終わりた

いと思います。ありがとうございました。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） 御指摘ありがとうございます。先ほど田中議員がおっしゃったように，この

学校統廃合の可否とか方向につきましては，地域の皆様や関係機関の皆様との十分な協議や説明等を行

って合意形成を図ることが大切となってまいります。 

今後も状況を適切に判断し，保護者の皆様，そして地域の皆様の御意見をいただきながら適切な時期

に検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） 田中君。 

○５番（田中輝夫君） はい。教育長ありがとうございました。何度も言いますが，やはり一番これか

ら考えていただけなければいけないのは，子どものこと，将来の子どものことがどういうふうになるの

か。これからはグローバル社会でありまして，やはり，いま言われているのは例えばパソコンとかプロ

グラム，そういうふうなことの学習を重ねてから論理的な考えができる子どもに進めていくというふう

な方向でもありますし，多くの人に接して，これからコミュニケーション能力を高めていくというふう

なことが学校には必要だというふうには思っていまして，教育課としましても，それにやっていってく

れているというふうに思っております。これからもひとつ学校教育のことをよろしくお願いします。こ

れで私の質問は終わります。 

○議長（浅野 毅君） 続きまして，３番福田京子君，お願いします。３番福田君。 

○３番（福田京子君） 議席３番福田京子でございます。通告に従い，道路交通法が改正となり自転車

に対する項目が変わったことについて質問を始めさせていただきます。 

今年になって道路交通法が大きく変わりました。中でも注目すべきなのは，自転車の運転に対する項

目でした。酒気帯び運転やながらスマホ，これには大変厳しい罰則が科せられることになりました。 

自転車の運転には免許の必要もなければ年齢制限もありません。したがって，安全な運転については
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徹底し難い面があるとは思われますが，その対象というのは全町民ということになろうかと思います。

つまり，自転車を運転してはいけない人，そういう人は存在しないということになります。それは，あ

らゆる立場の人を含んでいることになります。例えば，外国籍の人もたくさん住んでいらっしゃいます。

その大方の人は自転車を利用しているという現実もあります。 

また，令和5年4月からは自転車に乗る際にはヘルメットの着用が努力義務となりました。今年10月

からは，自転車保険への加入が義務になりました。 

そうした中，新設された自転車運転の危険な行為などについての情報は，町に対して通知とか通達の

ようなものが来ているのでしょうか。いわゆる警察の取締りの対象として罰せられたりする前に，町と

して何らかの対策をするようなお考えはあるのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（浅野 毅君） どうぞ，お掛けください。 

町民課長。 

○町民課長（佐藤澄江君） ３番福田議員の御質問，道路交通法が改正となり自転車に対する項目が変

わったことについて，町民課からお答えいたします。 

本年の道路交通法改正により自転車の危険な行為である酒気帯び運転と運転中のながらスマホに新し

く罰則規定が整備されましたことは，町としても重要な課題として認識しております。 

議員の御指摘のとおり，自転車は免許制度や年齢制限がなく，子どもから高齢者まで幅広い年齢層の

町民，外国人も含む町民が利用しているため，安全運転の徹底が難しい面がございます。そのため，特

に自転車の利用が多い子どもたちに対しては，各地区の小学校での自転車教室や中学生を対象としたサ

イクルマナーアップ活動を実施しております。これにより，交通ルールを学ぶ機会を提供し，日常生活

で実践していただくことを目指しています。 

また，高齢者を対象としては，寿大学や老人クラブ，サロン活動における出前講座を通じて，直接お

話することで自転車利用時の注意点を具体的に伝えています。このような場での対話を通じ，より深い

理解を促しているところです。 

さらに，町の秋の交通安全対策協議会や交通安全推進大会においては，井原警察署の交通課長から各

組織の代表者の方々に講話をいただき，その内容を各組織内で周知していただくようお願いをしており

ます。なお，各組織には，外国人も勤務されている事業所も含まれていることを申し添えます。 

いずれの取組においても，引き続き警察や学校，各種団体との連携を深めながら，町民の皆様が安心

して自転車を利用できる環境づくりに努めてまいりたいと考えています。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

                〔３番福田京子君「どうもありがとうございました」と呼ぶ〕 

○議長（浅野 毅君） 質問，３番福田君。はいどうぞ。 

○３番（福田京子君） すみません。はい。小・中学校現場では，ルールを学ぶ機会を，また高齢者へ

は，寿大学や老人クラブ，またサロン活動など注意点を働き掛ける場面をたくさん作っていらっしゃる

というような，そうした姿勢があることをお聞きして，ひとまず安心いたしました。 

さらに，そうした思いの具体的な生活に沿った形としての事例をお聞かせいただきたいと思います。 

例えば，隠岐の島の例ですけれども，高齢者がグラウンドゴルフを楽しみながら交通安全への意識を

高めている催しをニュースで知りました。カップに当たるゴールポストにボールを入れるたび掲げられ

ている標語を声に出して読み上げる，そういうものでした。 
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いま，実施されている催し物に安全に対する留意点を加えるというアイディアでしたけれども，こう

した方法を考え出すというのは，いかがなものとお考えでしょうか。 

また，県下の自転車が関係する人身事故の推移を見ると，件数，死者数には大きな変化はありません

が，重症者，軽症者の人数は共に増加しているということでした。 

身を守るためのヘルメットの着用率は，令和5年努力義務になってからやや増えてきているものの，

令和 6 年になってもやっと 10 パーセントを超えたところのようで依然低調です。ヘルメットのあるな

しで，重症化率や死亡率は大きな差が出ているようです。 

また，自転車保険への加入も義務になりましたが，自転車を運転の人は被害者だけでなく加害者にな

る可能性もあります。未成年である小学生が歩行者の女性と衝突して意識不明となったケースでは，保

護者に賠償命令が9,500万円下されたというような例も聞いております。こうしたことから，あらゆる

機会を捉えて周知喚起の必要を感じております。いかがお考えでしょうか。 

○議長（浅野 毅君） 町民課長。 

○町民課長（佐藤澄江君） ３番福田議員の再質問について，町民課からお答えいたします。 

議員も御承知のとおり，昨年の道路交通法改正により令和5年4月から自転車乗車時のヘルメット着

用が努力義務となっています。また，今年施行されました岡山県自転車の安全で適正な利用の促進に関

する条例により，10月から自転車損害賠償責任保険・共済等への加入が義務となりました。議員の御指

摘のとおり，対象は全町民であり，全町民への周知が必要であると考えます。 

現時点では，町民の皆様に直接お伝えする対面での取組に力を入れており，対象者は高齢者と子ども

としておりますが，今後，法改正の内容の更なる周知に向けて，広報紙や有線放送，ＳＮＳなどを通じ

た情報発信など広報活動の充実も検討してまいりたいと考えています。 

 また，議員からの隠岐の島の例につきましても，今後，寿大学や老人クラブ，サロン活動における出

前講座で紹介させていただきたいと思います。 

このたび御質問をいただき，法改正の内容が広く町民の皆様に伝わる機会となることに感謝申し上げ

ます。議員からの発信により，町としての取組が補完され，多くの方々の交通安全意識の向上につなが

るものと考えています。議員の御意見を踏まえながら，警察や学校，各種団体と連携して交通安全の啓

発に努めてまいりたいと思います。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浅野 毅君） ３番福田君。 

○３番（福田京子君） ただいま御回答いただいた具体的策など，ぜひ積極的に進めていただきたいと

思っております。金銭的な面だけでなく，もう命に関わる事態に遭遇するということにもなりかねませ

ん。そうなる前にということで，よろしくお願いいたします。これで質問を終了させていただきます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（浅野 毅君） 以上で，通告のありました議員の方々からの一般質問は全て終了いたしまし

た。 

お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめて散会とし，次の本会議を明日5日の午前9時

30分から再開いたしたいと思います。これに御異議はありませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，本日の会議はこの程度にとどめて散会とし，
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次の本会議は明日5日の午前9時30分から再開と決しました。 

それでは，これにて散会といたします。皆さん御苦労さまでした。散会。 

午後 ２時５７分 散会 


